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魔導物語 
新☆魔導物語 
超☆魔導物語 


I〜1 
1〜3 


クロックワーク 


『わくわくぶよぶよランド』のイベントクリ 
アと“すつごい魔法のアイテム"ゲットのた 
め、ついにサタンと対決したアルルたち。そ 
の結果、信じられないことにサタンは砂とな 
つて崩れさつてしまつた！しかちその向こ 
うには、さらに地下へと続く階段が出現。そ 
の階段へと続く扉を開くためには、六つの宝 
珠が必要なのだ。最後に残された白の宝珠を 
巡り、アルルたちのそれぞれのバトルが始ま 
つた！シリーズ完結巻、ぶよつと登場!！ 


カバー暁印刷 
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シエゾが痛みにうめくと、 fe かが背中に優しく手を置いた。 
「まだケガが治ってないんだから」 

とシエゾを再び横に寝かせ、毛布をかけてくれたのは、 

誰あろう ルルー であった。 









それは、天まで届くかと思われるほどの高い塔であった。 
それが“わくぶよランド”の一角に根を下ろし、 

ジャックの豆の木よろしく雲を突きぬけて天を貫いている。 
『あれが伝説の“アルテイメットタワー w か ••… *j 




















「うぐっ！」 

アルルは思わず声を上げる。本当は「あっ！」といいたかったのだが、 
やはりうめきになってしまった。 

それは、浮遊する城であった。 
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ばとる•おぶ•ぶよぶよダンジョン!! 
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『ども-つ！ 

世のため人のため正義のため！困ったときのあなたの味方！人呼んで〃仮面の貴公子" 
マスク•ド•サタンでぇ^^^っす。 

……誰が，，変態コスプレ仮面，だって P 

この際だからいっときますケドね、奥さん。あたしゃ変態でもコスプレでも仮面でもないの 
ですょ、おわかり？ なんだかも^—すっかり私のことをそぅ呼ぶ風潮になってしまってますけ 
どね、違ぅんですょ、実際には。私は自分の意思でこの格好をしてるわけで、決してマネなん 
かじゃありません。んで、タマタマその格好が誰かに似てたってだけのハナシなんです。むし 
ろ、そのサタンとやらを類似商品販売の罪で告訴したいくらいですな。 

……まぁ、冗談はさておいて。私は"変態コスプレ仮面"ではなく、"仮面の貴公子"マス 
ク •ド•サタンなんですから。そこん とこ 間違えないでください。 

……え？お前のハナシには間違いがある？ 

類似品販売の罪なんかないって？それに仮面はつけてるし名前に「仮面」ってついてるじ 







プロローグ '''マスク •ド•サタンのあらすじ コ〜ナ 〜★〃 


やないか？ 

. あらホントだ。こりやまた失礼しました^^^^^^ . . 

って舞台裏に行ったらハナシが終わってまうがな。いやまぁ、関西弁にならなくてもいいん 
ですがね。 

仮面だの罪だのっていうのはデスね、まぁ、いうなれば言葉のアヤということでひとつ。 
……本当はね。こんなことをグチみたいにぐだぐだいうのはね。私の貴公子としての高貴な 
性分に合わないんデスがね。私の顔を見るたびにね。「変態コスプレ仮面だ」という声がね。 
あまりにも 多いんでね。ついね……。 

グチつてないで、さつさと始めろ？ 

え？ 可を？ 

わっ、わつ、わかってるっ て！ だからモノを投げょうとするのはヤメて くれ！ 

.. > こ ん。 

それでは はりきってまいりましょう n : 々仮面の貴公子"マスク•ド•サタンがあなただけ 
のために歌う愛のステージ！ 

マスク•ド•サタンのワンマンショ-つつつつつつ n : 

わ ！. ぱちぱちぱちぱちぱち …… n 









8 痛バっ. 

わかった！悪かった！ごめんなさい！もうしません！だからモノを投げるのは . 

痛いっ n : 文鎮は痛い よ！ わっわっわっ、鉄アレイはマズイ って！ 当たったら死んじゃ 
うって！ マジでマジで！だから投げるのスト——ップ M : 

. まあ、はあ、まあ0 

あ一、死ぬかと思った。ギャグもほどほどにしとかないと命にかかわるな……。 

ひとつかしこくなってよかったって？ いやまったく。 

え〜、まぁ、そんなワケで . 。 

何が「そんなヮケで」だって？そんなイジヮルなッッコミ入れないでよ。せっかくヒトが 
まじめにやろうとしてるんだから。 

とにかくまぁ、アルル、ルル^ —、シエゾ-^あ、力^ —バンクルやミノタウロスもいっしよ 

だけど、いちいち数に入れないから——の三人は、すべてのアトラクションをクリアできれば 
"すっごい魔法のアイテム"がもらえるという遊園地"わくわくぷよぷよランド"——^して 
わくぷよランドに赴いたワケだ。一部、アイテムの存在すら知らなかったのもいたようだけど 
ね……。 

んで、三人は互いに切磋琢磨しつつ——1?-や語弊があるかな^-^級のアトラクションを 











9 ブロ ローグ，マスク •ド•サタンのあらすじ コ〜ナ 〜★〃 


クリアしていった。そして集めたみっつのオーブを使って、メインのアトラクション"ぷよぷ 
よダンジョン"の下層に続く扉を開けたワケだが……！ 

なんとビックリ n 

わく ぷよランド園長のサタンが、そこで死んでいたのだぁっ：：：： 

これがまあ、『うぇるかむ •とう •ぶよぶよダンジョン M :』 のあらすじだね。ここまでは才 
• ケ^力い？ 

っつ一ことで、園長殺害の第一発見者となったアルルたち三人は、あろうことか園長殺しの 
容疑者にされてしまった。だが事件解決のためにやってきた謎の探偵のはからいで、無実の証 
明をするために真犯人の割り出しに乗り出すことになったワケだ。 

三人は必死になってあちこち捜査したのだが、ど一にも手がかりがつかめない。そうこうし 
ているうちに、「これは何かおかしいぞ？」と気づき始めた。 

そしてさらに調べると、なんとまあ！ 

殺人事件は狂言だったのだ！園長も生きてるし、謎の探偵も仕掛人。 

園長のサタンは、売上の落ちこみを気にかけ、ここでイッパツ拍車をかけようと探偵イベン 
卜を企画した。アルルたちは、そのイベントがうまく機能するかどうかの実験に使われたわけ 
だね。よ- ~するに。 
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結果として、イベントは大成功。サタンが待っているという探偵の言葉に、三人は"すっご 
い魔法のアイテム"に心を躍らせながら"ぷよぷよダンジョン"地下十階に降りた。 

そこで待っていたのはもちろん！園長のサタン！彼を倒せば見事イベントはクリアとな 
り、"すっごい魔法のアイテム"ゲットだぜ！ 

……が！ここでまた大騒ぎ。 

三人は見事にサタンに勝ったのだが、なんとサタンは彼らの眼の前で砂となって崩れてしま 
ったのだ！これにはさしものシエゾもビックリだし、アルルは呆然、サタンを愛してやまな 
いルルーに至っては半狂乱のありさま。 

しかもしかも！地下十階の扉の向こうには、さらに深くへと続く階段が……。 

とまあ、これが『でいてくしよん•あっと•ぶよぶよダンジョン=:』のあらすじだ。かなり 
駆け足だったが、だいたいわかったかい？ 

しかしなあ、このままじやクリアされちやうんだよなあ . 。ど^ —しよう . 。 

え？ クリアされちやまずいのかつて？ 

いやはははははははは . .まあ、サタンならそう思うんじやないかなあ〜って思ってね。 

ピキ-ンッ n : 

……む!?:またどこかで誰かが私を呼んでいる！そして"仮面の貴公子"マスク•ド•サ 











11 プロローグ ''マスク•ド•サタンのあらすじ コ〜ナ 〜★〃 


タンは去っていく！もしアルルに出会うことがあったら、こう伝えておいてくれ。 

「何か忘れてないか？」 

とな。 

では友よ、また会おう n : 

ばびゅ-んっ …… n 

. とつとつと。 

大事なコトを忘れてた。 

各章のトビラのことなんですけどね。『うえる.かむ〜』ではカーバンクルちやん-と、ぷ 

よ-^けだったし、『でいてくしよん〜』ではアルルたちメィンキャラがトビラ絵を飾って 

いたじやないですか。それで、去るところから投書が来ましてね。 

「ふい一しゅ！なんでオレがトビラ絵にならないんだあっ？」 

とか。 

「たまにはワテラ脇役にもスポット当ててえな」 

とか。……誰が出したか一発だな。 

これはですね、私も常々不満に思っていたことなんですよ。なあ〜んでサタンばかりで私に 
スポットが当てられないのかなあ、と。 

つつ——コトで”： 
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今回のトビラ絵は脇役で 一 す！誰が出るかはお楽し 
さぁ、ぺージを めくる のだ H : そして私は去る。 

ではアディオス•アミーゴ n :』 


み 










一雨の出会い 

——「そん^ ところ r お前に会つたか…… ？」 

それはまさに、青天の霹靂 という ほかなかった。 

いきなり雷鳴が聞こえてきたかと思うと、みるみるうちに暗雲がたちこめ始め、やがてこの 
先の凶事を喧一$するかのように、透明感のある スカィ ブルーが食い尽くされてしまった。 
そして雷鳴。 

地獄のような曇天のあちこちで、稲光が雷神の到来を告げていた。 

「なあ〜んかやだなあ……」 

空を見上げ、アルルはいった。 

「ひと雨きそうだよ。ねぇ、力一くん？」 

「ぐ，—」 

肩の上のカーバンクルが——^在の雰囲気を察しているのかいないのか——元気に返事をす 
ると同時に、雨粒が口の中にポツリ。 

| ぐ！•一 
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雨を美味しい と 感じたのか、カ ー バンクルは上を向いて大きく口を開け、 さらに 舌をびろ〜 
んと 伸ばした。大口の中に、望み どおり雨がポツポツと降り注ぐ。 

「ああっ、力彳 くん！ 雨なんか飲んだらカラダに 毒 だって！べっしなさい！ ぺ—— 
っ！」 

アルルがカーバンクルの舌を引っ込ませているあいだに雨脚はどんどん速くなり、やがて、 

どじやあ-つ” 

と滝壷のよぅな状態と化した。 

一 ^'' J つ •—• 」 

カーバンクルをかかえ、アルルは慌てて走り出す。 

しかしここは、平原の一本道。雨をしのげそうな場所などそう簡単に見つかるはずもなく、 
おまけに滝のような雨のおかげで一寸先まで見とおすことはできなかった。 

それにもメゲずに走りつづけていると、 


やがて大きな樹木を発見。枝を大きく広げてにわかに降り注ぐ天の恵みをいっぱいに受けて 
いるその樹は、とりあえず雨をしのぐには充分そうに見える。しかし八-7のアルルにとつて、充 
分かどうかはどうでもよかった。 





17 どきどきコース•第 2 ラウンド！ ' v 薔薇と鞭と陰謀と 


「ラツキ-あそこに 行こう！」 

運の神様に感謝して、アルルは一目散に木陰に入った。 

その樹は 、ドラゴンよりも 背が高く、 ロック 鳥の 翼よりも 枝が広がっていた。その枝に青々 
と茂る葉のおかげで、幹のすぐそばにいれば雨水はまったくやってこない。 

「ふぅ」 

アルルはカーバンクルを地面に降ろし、ようやくひと息ついた。しかし自分の惨状を目の当 
たりにして、途端に年齢の ワリ には幼い表情をゆがめる。 

「あ〜あ……。まいつたなぁ、びしよびしよだよ」 

幸いにも暖かい季節のうえに雨の降り始めだったので、いますぐ服を脱いで乾かさないと風 
邪を引いてしまうほどまで濡れているわけではない。それどころかマントや魔導アーマーのお 
かげで、衣服そのものはものの数分もすれば乾いてしまう程度だった。しかし、哀れにもマン 
卜はびしよびしよで、しぼれば水がしたたるほど。 

「まつたくもう。降るなら降るつて、あらかじめいつて欲しいよね」 

などと天候を実際に左右している者には届くはずのない悪態をつきながら、アルルはマント 
を取り外して雑巾の ように 力一杯しぼった。途端に雨水がボタボタと地面にシミをつくる。 

そして、ハンカチを取り出して自分の頭や魔導アーマー、そしてカーバンクルを拭いた。 

「すぐにやんでくれるかなぁ . ？」 
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雨の音はしかし、アルルのそんな願いを踏み にじるように 激しかった。 

ドドドドドドドドドドドドドド . ”： 

と太鼓の連打か大砲の連射のようにあたりを揺るがし、それに時折^というか頻繁に、雷 
鳴がゴロゴロと混じる。 

まわりの景色は、自分が滝の裏側にいるのではと錯覚するようなどしゃ降りだった。一寸先 
は闇というのはかなり大ゲサだが、雷光以外に眼に入るものはほとんどない。 

とうてい「にわか雨だからすぐにやみますよ〜」というような S ではない。 

「ま、いいか。ちよっとした休憩だね」 

持ち前の明るさでアルルはすぐに気分転換をした。 

「力'—くん、カレ • 一食べる？」 

|ぐ ■ — !」 

アルルがバッグからお弁当のカレーラィスを取り出すと、カーバンクルは喜びに小さなシッ 
ポを振ってパクつきはじめた。 

そうやってカーバンクルをおとなしくさせておいて、アルルは自分の作業を始める。ナニを 
考えてるかわからない食いしん坊のカーバンクルと、永年つきあってきたがゆえの知恵だ。し 
かしアルルにはカーバンクルを重荷だという意識はカケラもなく、むしろ日々の生活にスパィ 





19 どきどきコース•第 2 ラウンド！、、薔薇と鞭と陰謀と 


スをきかせてくれる、なくてはならないパートナーだ。 

やがて、アルルは巨木の下の濡れていない小枝をいくつか集め始めた。そのうちの何本かを 
使って簡単な物干し竿を組み、そこにまだ湿っているマントをかける。 

そして、残りの枝をマントに程近いところに集め、 

「フ ァィ ヤ，- 」 

ボッ ！ 

呪文ィッパツ。枝はメラメラと燃えあがった。最後に枝を動かして火が自分たちやマント、 
巨木に燃え移らないように調節して、作業は終了。 

「これでよし、 つと！」 

パンパンと手のホコリをはらい、アルルもバッグからりんごを取り出してかじり始めた。 

ドドドドドドドドドドドドドドド . ”： 

ゴロゴロゴロゴロゴロ . . 

相変わらず雨は叩きつけるように降り続き、雷鳴もいっこうに衰える気配を見せない。 
小一時間ほど過ぎて、マントもおおむね乾き、焚き火もすでに消えかけていた。 

「あ〜あ、早くやんでくれないかなぁ . 」 

とりたてて どこかに急いでい ると いうわけではないが、ノンビリ屋のアルルも雨をしのいで 
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じっとしているのはさすがに飽きてきた。 

「ぐつぐぐつぐ、ぐ一ぐ II 

カーバンクルなどは とつく に飽きていて、 くるくると 踊つている。さつきまではカーバンク 
ルが雨の中に出てしまわないようにするので必死だった。はじめはそれだけでアルルにもカー 
バンクルにも退屈しのぎにはなったが、それすらもだんだん飽きてきた。 

さらに時間が経過したが、雨脚はまったく弱まる気配を見せない。 

「どうしよう . 。このまま雨がやまなかつたら . 」 

人間、考える以外に何もする ことがない と、ミョーな方向に思考が迷い込んでしまうもので 
ある。いつもは天真爛漫で楽観的なアルルも、だんだんとマィナスの考えが頭の中を駆け巡り 
始めた。 

「予備のお弁当なんて持ってきてないよ……。ひと晚くらいだったらだいじよぶだろうケド、 
明日になってもやまなかったら . 」 

アルルは、まるで何かにとりつかれたようにひとりごちる。 

「この樹はなんか実がならないのかなあ……。葉っばや木の皮を食べなきゃならなくなったら 
どうしよう……。雨のおかげで水はあるからいいケド、あんまり飲みたくないなあ……。も、 
もしかして、この樹を食べ尽くしても雨がやまなかったら、ポクたちふにゃふにゃにふやけた 
ミィラになっちゃうのかなあ ……？I 











21 どきどきコース•第 2 ラウンド！ x '薔薇と鞭と陰謀と 


ブッブッブッブッ……。 

もはや論理的には崩壊していた。 

しかし、切り替えが早いのがアルルのいいところ。ほどなくして「いつまでもこうしている 
よりは . ！」 という考えに至り、 

r . よし！」 

ついに意を決した。 

「こんなところでウダウダしてたら、脳みそまでふやけちやいそうだ。カーくん、行く よ！」 
いうが早いかアルルはカーバンクルを引つつかんでバッグに放り込み、マントを頭からすつ 
ぽりとかぶつた。 

どしや降りを強行突破しようというワケだ。 

「よお〜し . ！」 

突撃するように力をため、一歩踏み出した瞬間！ 

ピシャア-ーンッ”： 

ぐ f 、、、 分 、 ^ N ベ f 1、 ff ベ，ぺ f ノ\^>ノ^—. 

「わぁっ”こ 

とてつもない轟音とともに前方で落雷が起こり、電撃を食らつたかのように——際にはビ 
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ツクリ しただけ ——アルルは飛び上がった。 
「痛つ！」 

どてん。 

と勢いあまつてしりもちをつく。 


そのまま、アルルは硬直した。実際には、潜在的な恐怖に打ちひしがれて、 カタカタと 震え 
ているが。 


ややしばらく、アルルは立ちあがることができなかった。必死の思いで下した強行突破の決 
断も、神の鉄槌にょってものの見事にアッ サリと 粉砕。そんなことをしょうとしていたコトす 
ら、アルルの思考から吹き飛んでしまっていた。 

それから、どれほどの時間が経っただろうか。一瞬だったのか、永遠だったのか、 もはや ア 
ルルには確認するすべはない。 

かろうじて判断できたのは、®わらずのモノ スゴィ どしゃ降りだとい うこと と、雷鳴がや 

や遠くなつたことと . ヽ 

「…… P :」 

いつの間にか人影が豪雨の中にたたずんでいることだった。しかし、たったいま現れたのか、 
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ずうつとそこにいたのかはわからない。 

人影はまるで、落雷とともに降臨した神のようであつた。……いや、漆黒の衣服とマントに 
身を包み、鋭い眼光をたたえた端正な顔立ち、そして腰に佩いた剣というその姿は、むしろ悪 
魔か。 

「シヱゾ……？」 

アルルはようやく立ちあがり、その悪魔の名を呼んだ。 

彼はずぶ濡れになるのもかまわず-「水も滴るィィ男」でも気取っているのか-どしゃ 

降りの中でじつと虚を見つめている。 

「シエゾ！一 


m 2 今度はもっとはっきりと、アルルは呼んだ。すると、彼はのったりとした動作で首をめぐら 
X - し、 アルルを見つめた。 

^ しかしその眼には、思わぬところで知己と邂逅したというょうな感情の動きはいっさいなか 
びった。ただただ無機的に、しかし蛇女の邪眼を思わせるすべてを凍てつかせるょうな視線を向 
どける のみ。 

「シエゾ、いったいどうしちやったの？」 

アルルは問いかけるが、彼は芯えない。そんな空虚なリアクションを待つまでもなく、アル 
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ルはすでに「ナンかおかしいぞ……？」と思い始めていた。 

確かにアルルの知る彼は、風変わりで邪でややヌケたところのある二枚目だが、知り合いと 
挨拶すら交わさないような礼儀知らずの悪党ではなかつた。それに、もともとあまり多くを語 
らない人物ではあつたが、これほどまでに無機質な寡黙さではない。 


幽鬼のように無言で立ちつくし、アルルを見据えるその人物は、姿形こそいつもとまったく 
変わりはなかったが、何かが決定的に違っていた。 

——"何処"が"如何"って、うまくいえないんだケド……。アルルはそう心の中でひとり 
ごちた。あえていうなら-そう、なんかこ一、ナニかに取りつかれちやったような . 。 

パシャァッ n : 

「…… P こ 

突然、湿った マントがひるがえる 音がし、アルルは ドキつと した。 

見ると、彼はアルルに背を向け、雨をものともせずに歩き始めている。 


ちよつと待つて、と言葉をかけようとしたが、なぜか声となつてアルルの口から出ることは 

ぼうぜん 

なかつた。さきほどまで彼がそうしていたように、ただ呆然と水のカーテンの向こうに消えて 
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いく 彼の姿を見つめるのみ。 


彼の後姿が完全に見えなくなり^ . 

それに導かれたよぅにやがて雷雨もあがって太陽が再び顔を出し—— . 

やがて、大あくびとともにカー、ハンクルがバッグの中から顔を出しても- N 

アルルは凍りついたよぅに空虚を見つめつづけていた……。 
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一一とり ih え'ず、^^本部にて 

——「遊び IJ もぅ終わりだ，」 

「 ……といぅことがあっ たんだけ ど」 

まわりを 見渡しながらアルルはいった。 

アルルと力^ — バンクルのほかには、ルル^—と ミノ タウロス、シエゾ、ルシファー、ルル彳の 
執事のじいがいる。 

そこは、インフオメーシヨン裏手の"緊急対策本部"だった。 

といっても、もはや本来の機能を果たしてはいない。"わくわくぷよぷよランド"特別イべ 
ント、『わくぶよミステリーッアー ( 仮)』が、予想外の事態によってめちやくちやな状態とな 
ってしまったからだ。 

ちなみに予想外の事態とは、園長であり、クリアした者に賞品"すっごい魔法のアイテム" 

を渡す手はずになっていた、サタンの失踪である。本来ならばアルルたちはサタンと戦い、見 
事に勝利すれば賞品がもらぇるはずだったのだが、彼女たちが倒したのはサタンの幻影であり、 
"すっごい魔法のアイテム"の代わりにダンジョンで発見したのは、さらに奥へ続いていると 
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思しき下り階段。さらに付け加えると、ィベントの名前はさきほどルシフア ー が勝手につけた0 

とにかくそういったわけで、一行は地上に戻って対策本部に腰を落ちつけたのである。 

それは、アルルたちの状況もしつちやかめつちやかになつてしまったからで も ある。 さらに 
深！®^そして真5?——への階段を発見したとたん、我先にクリアしようと、攻略本の奪い合 
いになってしまったのだ。実際のところ、その攻略本はシエゾが買ったものなのだが、とにか 
くラチがあかないので、ルシファーがとりあえずの帰還を提案したのである。 

本来の役目を終えたとはいえ、ひとまず腰を落ち着けて今後の行動を練るという観点におい 
ては、この場所はまさにうつてつけといえた。 

「シエゾ、あのときはどうしたの？」 

「知るか」 

アルルの問いに、シヱゾはこれ以上ないというくらいぶっきらぼうに応えた。苦虫を百匹く 
らいまとめて嚙み潰してしまつたようなカンジだ。 

「知るか……って、キミ覚えてないの？あんな雨の日に？」 

「単にオレが忘れてるだけかもしれんが、とにかく知らん」 

なおも食い下がるアルルに、シエゾはそっけない。 

シヱゾの気分は最悪の極みで、なれきっているはずの、アルルの無意味なくらい元気でカン 
高い声を耳にすることすらゥザったかった。 
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どれくらい最悪かというと、世界最後の日に思い残すことがないよう豪遊しようと思った途 
端に財布を落としてしまい、さらにィヌには嚙まれるわドブには落ちるわ、というくらい。 

理由といえば、やむをえなかった状況だったとはいえ、せっかく見つけた階段を下ってダン 
ジョンの最下層に行くことができなかったからだ。やむをえない状況だと判断したのはルシフ 
アーであり、シエゾ自身としては最悪の場合アルルたちを亡きモノにしてでも先に進むつもり 
でいた。 

それくらい思いきったことをしなければ—— W あ、ラチがあかない状況だったのは認めるが、 
これではおあずけを食らった ィヌ だ。 

親切にもおあずけを食らわしてくれた相手がルシフアーだというのも気に入らない。 

理性的には彼の素性や実力なども熟知しており、評価す.べきところはきちんと割りきってい 
る。魔導師として学ぶべき点も少なくはない-むしろ多いくらいだ。 

だが、どうにもシエゾの心の中には「なんとなくルシフアーを気に入らない」という感情的 
なものがときどき顔を出す。ちっ、スカしやがって、というカンジ。.•….もっとも、それが態 
度や口調、表情に現れない程度には自制できているが。 

そういう心の動きを感じるとき、自分はまだ感情的に未成熟なのかもしれない、と思う。そ 
して、もしかしたら_分はル.シフア^ —のようになりたいのでは？と . 。 

相^ n —ともすれば世界一—の実力を持ちながら、それをむやみにひけらかしたり邪心を 






30 


抱いたりすることなく、さりとて誰から—— K 界の実力者サタンですら——も一目おかれ、事 
あるごとに何かと頼られ、言を吐けばその重みに誰もが従う……。 

そのような位置に憧れを抱かなくもない。というか、それが約束されるのなら、この世のあ 
らゆる魔力を吸収し、すべてを凌駕する大輪の悪の華を咲かせるという野望が叶わなくてもよ 
いとさえ思えてしまう。 

——だが” 

シエゾは、心の中で大きくかぶりを振った。 

オレは"神を^'す華やかなる者"だ！魔王ル^—ンロードと出会い、そして倒したとき、才 
レの進むべき道は決まつたのだ。ルシファーのようになるのではなく、ヤツを凌駕し、そして 
ヤツの魔力すらも我が物とするのだ…… n : 

ルシファーに対する奇妙な感覚にとらわれるたび、シエゾは常にそういい聞かせてきた。そ 
れすらも歯がゆく感じなくもないが、シヱゾにとつて、いまはまだ雌伏のときである。いずれ、 
誰よりも強くなるための。 

そして、ルシファーのような"大物"の魔力を手に入れてさらに強くなるためには、まず相 
手よりも強くなければならない。 

I -"すっごい魔法のアィテム" 
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とにもかくにも、まずそれだ。何としてでもそれを手に入れなければならない。 

おそらく、 アルルは もとより ルルーも"すっごい魔法のアイテム"が何なのかを知らないだ 
ろう。攻略本のどこを探しても載っていないし。しかしシエゾは——もちろん攻略本に頼るこ 
となく——"すっごい魔法のアイテム"の正体を知っている。もともと、初めから見当をつけ 
ていたわけだが、もはやそれはすでに確信となっていた。 

——"時空の水晶"はここにいる。必ず。 

それは、狩人が獲物の棲みかを突きとめたときの感覚に等しかった。だが、あともう少しで 
獲物に届くというところで、おあずけを食らってしまつたのである。シヱゾでなくても、機嫌 
が悪くなろうというものである。 

気に食わないといえば、サタンのやり方もそう。 

そんなに"すっごい魔法のアイテム"をオレたちに渡したくないのか？というカンジだ。 

まぁ、 もし" 時空の水晶"を思いのままに操ることができるのなら、それは他人に譲りた く 
はないだろう。だが、やり方がセコすぎる。 

ルシファーの語るところによれば、このバカバカしいイベントは、謎を解き、"ぷよぷよダ 
ンジョン"でサタンと戦つて勝てば賞品が もらえる ことになつているという。しかし実際には、 
戦った相手は幻影だし——¢1歩譲って、それはいいだろう。腹が立つのは、賞品などカケラも 
なかったことだ。代わりにあったのは下り階段。 
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冗談ではない。これでは子供の幼稚なイタズラである。「いいものあげるからいるか？」と 
いわれ、素直に「いる」と応えたら、「はい、あげた！」とモノを持ち上げるような。 

いやしくもサタンは魔界の貴公子°それなりの威厳と態度をもって行動して欲しいとシエゾ 
は思う。シエゾとて、悪の魔導師として多少のやせがまんをしつつもそれなりの振る舞いをし 
てきたつもりだ。逆に、 そう やって肩肘はっているほうがバカバカしく思えてきてしまい、 
余計に腹が立つ。 

しかし…… 。とシエゾは 考える。 

サタンのヤツ、だんだん即物的になってきてないか？こんな遊園地を造ったと思えば、ル 
シファーに聞けばイベントは売上アップのためだというし。アルルを妃に迎えて魔界に君臨す 
ると かしないとかというハナシはどこに行ったのだ？頼むよ、ったく。いずれあんたの魔力 
をいただくという意味で、あんたはオレの目標なんだ。あんたを倒したことが汚名とならない 
ような威厳を見せてくれよ。 

それとも、実は"すっごい魔法のアイテム"など持っていないのではないのか……？ 

—— いや、それはないだろう。 

シエゾは自分の考えをすぐに否定した。 

彼の推理の中では、"すっごい魔法のアイテム"イコール"時空の水晶"であり、水晶が少 
なくとも 遊園地の どこか——おそらくは サタンの もとに あるのは確定事項である。 
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入るたびに構造が変わるというアトラクションのカラクリは、水晶の力なしにはなし得ない 
はず。そして—— ST が"すっごい魔法のアイテム"などという名前をつけたのかはわからない 
が —— 〃時空の水晶"を超える魔法の物品はそうそうない。 

さらにシエゾは、かつて水晶にうっかり触れてしまい、水晶の強大な邪気に魔力をいささか 
吸い取られてしまったのだ。そのときに感じた邪気のイメージを、いまでも忘れない。 

それと同じ波 S ^ K 配に似た エネルギー が、この遊園地から感じる のだ。 つまり、"時空 
の水日 I 0 は 確実にここにいる …… ！ 

だからこそ、シエゾはこんなところにいるのだ。このようなコトがなければ絶対に縁のない、 
おちやらけた茶番劇の真っ只中に。できるものなら、いますぐにでも立ち去りたいところだ P 

そうしな いのは、 ひとえに"すっ ごい魔法の アイテム" を 絶対に手に入れる という 意気込み 
があるからに他ならない。 

現在、"時空の水晶"によって奪われた魔力を、本来以上といっていい くらいに 回復してい， 
る。アトラクションへの挑戦によって。それを考えると、このふざけた遊園地もそれなりに評 
価できるものではあるが . 。 

しかし逆に、いまの充実した状態で水晶から奪われたパワー、ひいては水晶の もともとの パ 
ワーを吸収すれば、ますます強くなる ということ だ。だから、自分以外の何者にも"すっごい 
魔法のアイテム"を渡してはならない。たとえ、そいつの存在を永遠に消し去る ことになると 
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A 


しても .. 

特に、甘っちょろい理由でアィテムを狙っているょぅな連中には： 
——たとえば、くだらない恋愛感情を満たすためだけのヤツとか。 


腕を組んで考え込むような姿勢のまま、シエゾはルルーを盗み見た。ルルーが"すつごい魔 
法のアイテム"を欲しているのは、意中の人サタンに認められるような魔法使いになりたいが 
ためだ。 


やがてシエゾは、視線をアルルのほうに移す。 

-コイツにアイテムをかつさらわれるのだけは避けたいところだ。 

彼がそう思うのは、アルルには——14人の自覚はあまりないが^^強大な潜在力が眠ってい 
るためで、水晶の魔力までそれに加わつてしまつたら"鬼に金棒"状態になつてしまうからで 
ある。 

それだけでなく、アルルに対する感情的な面もある。アルルは、シエゾやルルーに教えても 
らうまで、なんと"すつごい魔法のアイテム"の存在を知らなかつたのだ。シエゾにしてみれ 
ば、「そんな、最初っからナニも考えてないょうなヤツにアイテムを奪われるのが、イチバン 
腹が立つ」というわけである。 
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「……っかしいなぁ。あれはぜぇ—ったいにシエゾだと思ったんだケド……」 

その、最初っからナニも考えてないようなヤツは、先ほどからワケのわからないことでブツ 
ブツと首をひねつている。 

どうやら、この"わくわくぷよぷよランド"に来る前、アルルはシエゾに出会ったのだとい 
いたいらしい。 

だが、当のシエゾにはそのような記憶がない。だいたいにしてこの遊園地で邂逅したのがか 
なり久しぶりだし、アルルのいうような雷雨の中で出会ったのなら、シエゾのほうでも記憶の 
どこかに残っていたはずだ。さらに、そのような雨降りなら、シヱゾもどこかで雨宿りをする 
か、少なくとも雨具を着けていたはず。 

それよりもなによりも、シエゾがアルルに対していいたいのは……、. 

「……で、それがいまの状況となんの関係があるの？」 

と、代弁するかのようにルルーがいった。 

「え . ？ いや、あんまり関係ないとは思うんだケド、ちよっと気になったから . 」 

「だったら、全部が終わったあとでゆっくり聞けばいいんじやない？あなたはかまわないか 
もしれないけど、あたくしには関係ないコトみたいだし、そんなムダ話をしてるヒマはないの。 
おわかり？」 

「わ、わかったよお。そんなに怒らなくてもいいじやない……| 










36 


詰め寄るようなルル ー の口調に、アルルは口をとがらせながらも素直に引っ込んだ。 

シエゾの見たところ、ルルーもかなり機嫌が悪いようだ。言葉に、研ぎ澄まされた刃のよう 
な切れ味がある。それが自分に向けられたとしたら、さすがのシエゾも気圧されるであろう。 

その理由は、わりと簡単に推理できる。おおよそシエゾと同じ気持ちだろうからだ。 

ようするに、ルルーもひとまずとはいえ地上に戻されたことに腹を立てているのである。彼 
女も、一刻も早く先に進みたかったにちがいない。さすがにそこから先はシヱゾとは食い違っ 
てきて、どちらかといえばアイテムのことより、サタンに会いたい一心であろうことは容易に 
想像がつく。愛する者が眼の前で死んだり塵と化したりという状態の気持ちは、シヱゾにはま 
ったくわからないが、それを何度も体験した以上、一刻も早く本人の無事を確かめたくはなる 
のだろうとは思う。 

まぁとにかく、ルル^ — のキツ-イー撃のおかげで、場はようやく落ちついた。 

『さて……』 

絶妙のタイミングを待っていたかのように、ルシファーが口を開いた。このしたたかさが、 

シエゾにとつては憎くもあり、羨ましくもあり . 。 

『これからどうする？私でよければ、いくらでも力になろう』 

「では聞くが……」 

とシエゾ。 
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「ダンジョンに地下十階より下があることは、本当に知らないんだな？」 

問い詰めるようにというか、敵の嘘を見破るかのようにシエゾは睨みつける。もつとも、そ 
れで動揺する相手ではないが。 

『探偵イベントの提案をしたり、探偵役を買って出たのは確かに私だが、前にもいつたとおり、 
ダンジョンや遊園地そのものの構造については まったく 明るくない。むしろ、 キミたち のほう 
がいろい ろと 知つているはずだ』 


シエゾは無言でルシファーを見つめるが、その射抜くような鋭い視線でも、ルシファーの言 
の真贋を見極める ことは できない。 

もっとも、ルシファーがむやみに ゥソ をつくような人物でない ことは シエゾも熟知している。 
ただ、情報を意図してすべて明かさないだけだ。それだけに、よけい始末が悪いのだが……。 
——が、いよいよヤキがまわったな、ルシファー。そのいい訳には穴があるぜ。 

シエゾは心の中でそういい、反論し ようと 口を開いた。 

「じゃあ……」 

しかし、彼よりも早く言葉を発したのはルル彳だった。 

「どうやつてサタン様とお会いしたんですか？」 

「それは、ルシファ彳様の魔法ですぞ。呪文で幻影をとおしてお話しなされたのですぞ」 
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執事のじいがそう応え、ルシフア ー がそれを引き継ぐ。 

『ここは、ワープの呪文が簡単に使えない ように 結界が張られて いるよう だからね。だから、 
サタンのヤツとは直接は会っていないのだ』 

「ヮ彳プに似た魔法って、"脱出口の巻物"とか"進入口の巻物"でようやく使える程度だも 
んね」 

と、アルル。 あくまでも 無意識的にではあるが、ルシフアーの説を大きく後押ししているの 
がミソだ。 

「そういえばそうねぇ……。ワープの呪文が簡単に使えたら意味ない ものね」 

ルルー はあっさりと納得。 

- ちっ、 うまく 逃げられたか。 

反射的にシヱゾはそのような感想を抱いた。別に、 ル シフア ー が虚言を吐いていることがわ 
かってい るわけではないし、理論的には確かに納得できる。だが、なんとなく素直にありのま 
まを 受け入れる ことができないのは、シエゾがあまりに穿った考えをしすぎているからなのか。 

『私がダン ジョンの 構造をよく知らないのは、 そういう ワケだ』 

ルシフア^~はいう。まあ、いつものとおり 明白なウソ ではな さそうなので、シエ ゾもひとま 
ずそのまま受け取ることにした。 

『さきほどまで、地下十一階が園長* n ——つまりサタンの部屋なのかと思っていたが……。あ 
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の雰囲気だと、どうやらそうではなさそうだな』 

その意見には、シヱゾも賛成だ。永年、遺跡や洞窟を探検してきた経験からして、地下十階 
からもうーフロア降りただけで終わりということは、ほぼ確実にありえない。絶対に何フロア 
かのダンジョンがさらに広がっているはず。 

だが、シエゾにはもうひとつだけ気に入らないことがあった。 

「ルシファー、ひとついっていいか？」 

『なにかな？』 

「イベントが終わったのなら、そのフザヶた格好をやめろ」 

というワケである。 

シエゾたちの前に現れたときから、ルシファーは黒の衣服に同色の イン ヴァネスを羽織り、 
さらにパイプといういかにもな探偵ルツクだった。当初からシエゾはその格好にいい感情を抱 
いていなかったが、いまとなって、はょけいに鼻につく。 

『私としては、結構気に入っているのだが……、ダメかね？』 

「ダメだ。オレはもともと、遊ぶためにこんなところに来たわけじやない。それを、いささか 
無理してでもつきあってやったのだ。たとえトラブルとはいえ、クソくだらん遊びが終わった 
のなら、そのイカれた格好もやめてくれ。……それとも何か？この忌々しいイベントはまだ 
続いているのか？」 
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『わかったわかった。 あとで 着替えて おくよ』 

「そうしてくれ」 

シエゾは、ゆっくりと立ちあがった。木製のイスが、その拍子にギイっとかすかなきしみを 
上げる。 

「さて……」 

「ドコ行くの2:こ 

まるで主人にすがる仔犬のように、アルルが反射的に聞いた。 

「お前にはもはや関係ない」 

倦怠感と嫌悪感を半分くらい表情に出して、シエゾはアルルを睨む。 

「もう遊びは終わったんだからな……。オレはオレでやらせてもらうぞ」 

「抜け駆けなんて許さないわ！」 

ガタン！ 

と荒々しくイスを鳴らしてルルーが立ちあがる。 

「抜け駆け……？」 

この世で最もつまらない冗談を聞いたかのように、シエゾはやや嘲笑を交えた冷ややかな眼 
でルル . —を見据えた。 

「されたくなければ、何としてでもオレに先んじればいいだろう。……ただ、オレのカンでは、 






41 どきどきコース.第 2 ラウンド！ '、薔薇と鞭と陰謀と 


今度はマジでサタンと戦ることになる。お前にヤツが倒せるか……？」 

「う . 」 

不意の攻撃にルルーは絶句。しかしすぐに持ちなおし、いった。 

「攻略本はどうするのよ!?:あとで見せてくれったって、お断りですからね」 

「そんなものはお i 刖たちにくれてやる」 

シエゾは動じない。 

「もし サタンのやつが、本気でアィテムを渡したくないと思っているのなら、まったく予想 も 
つかない方法で邪魔しにくる可能性がある。そうなったら、そんなものは無用の長物だ」 
『確かに、そうか もし れん』 

あろう ことか、ルシファ^ —がシヱゾの意見に同意。 

『あの気まぐれ男は、私でも予想できない行動をときどきするからなぁ . 』 

「そういうことだ」 

バサァッ！ 

マントをひるがえして、シエゾは一同に背を向ける。 

「オレの邪魔をしたければ、存分にするがいい。……だが、オレとて容赦せんぞ」 

それだけいい残して、シエゾは対策本部を後にした……。 








三 ti かさんの独り言 

—「え?ォレの出番|;^いのか？」 

『——いや〜、アブない ところ だつた。 

オレとしたことが、扉を閉め忘れてしまうとは。危うくあの連中にそのまま乗りこまれてし 
まうところ だつた。 

うむ、まぁ、ルシファーのヤツもなかなか気が利くな。連中をなんだかんだで地上に帰して 
くれるとは。まぁ今回は、オレが扉を閉め忘れたのをすぐに察知して気を利かせてくれたのだ、 
ということにしといてやろう。 

しか - —し. 

それでは問題の根本的解決になつとらん n : 

ただの時間稼ぎではないか！ 

つたく、ヤツはいつたいどこに消えたのだ P : 

イベントが始まつてからこつち、姿も声もないとは、いつたいどういうことだ!?: 
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はあ〜……、しかし疲れた。幻影でかなり魔力を使ったからなぁ……。 

だいたい、ヤツが消えさえしなければ、そんなことをしなくても済んだのだ！ 

……まさか、ルシファーのヤツがくすねていったんじや？ 

いや、オレの前に現れたときはアィツも幻影だったから、それはできんだろう。よしんばそ 
うだったとしても、ヤツは自由にテレポ^ " .卜で移動で きる ようだし、ルシファ^ —なんぞにヤツ 
が制御で きる ものか。 

では、ヤツはどこに行ったのだ？ 

……くそっ。こんなことなら、「自由に移動していい」なんてオプションを契約に含めるん 
じやなかった。 

とにかく、なんとかしないと . 。 

しかしこれでは、まるで債務者に逃げられた保証人ではないか。まったく、なぜオレがこん 
な思いをしなければならんのだ？ 

まあとりあえず、臨時のバィトをふたりほど雇ったから、しばらくの時間稼ぎにはなるだろ 
う。それまでに何かいい方法を考えねば。 

ヤツの所在さえハッキリすれば、それで問題ないのだが……。 

でなければ、アトラクションをなんとかしてすべてクリアされないようにしなければ。あの 
連中のことだから、このまま放つておいたらマジでクリアしてしまいそうだからなあ……。 
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それにしても、ヤツの"待ち人"とは誰なんだ……？そいつが現れたから、自らも行動を 
起こそうというワケか。 

しかしそれでは困るのだ。こっちにも都合というものがあるし。せめてひと言断ってくれれ 
ば、対処のしょうもあったというのに。 

いっそのこと、遊園地そのものを粉々に破壊してしまうか……！ そうすれば クリアされず 
にすむな。 

いやしかし、 そ一 いうワケ にもいかんし。 せっ かくの儲けがパーだ。付近まで 巻きこんだら、 
みやげ物の上がりをもらうどころかこっちが賠償金を払わねばならなくなってしまう。 

どちらにしろ早々にヤツが出てきて"すっごい魔法のアィテム"を何とかしてくれなければ、 
遅かれ早かれ詐欺の嫌疑がかけられて、結局同じコトになってしまう。 

困ったなぁ……』 
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四薔薇と鞭と…… 

-「ほ、っ、珍しい^<0せだな」 

「ちっ」 

扉を前にして、シエゾは軽く，舌打ちした。 

——^はりな。 

扉は固く閉ざされていた。"ぷよぷよダンジョン"地下十階の扉——この先に、地下十一階 
以降へと続くはずの階段がある。 

サタンの幻影を倒したときには、扉は開いていたのだが……。 

しかし、この展開はある程度は予想できていた。ルシファーが「ひとまず地上に戻ろう」と 
提案した ときから。 

どういう理由でさっきは開いていたのかはわからないが、地上に戻るときのドサクサで、ル 
シファーか誰かが扉を閉めたのだろう。 

このことが予測できていたからこそ、シエゾはなるべく早く下に降りたかつたのであり、対 
策本部であれほど不機嫌だったのだ。 
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とはいえ、それを論じても、もはや後の祭り。 

-^しかたあるまい。 

シエゾは努めてそう思うことにした。いつまでもウジウジ悔やむのはキラィだし、自分のス 
タィルではない。野望成就のためには、後悔や足踏みで時•間をつぶしている余裕などないのだ。 
常に前進あるのみ。障害があれば何としてでも、少しでも前進できる方法を探し、もし倒れる 
としても、前のめりに倒れるくらいでなければならない。 

とはいえ、ルシファーに対する疑惑の念は拭い切れない。それどころか、「自分は何も知ら 
ない」という彼の言にある程度のウソが混じっているのは明々白々だ。 

——たとえすべてを明かす必要がなかったとしても、故意であるのなら隠し事と同じだぞ、 

ルシファーよ。キサマの一言葉そのものにウソはなかったとしてもだ。 

心の中で、シエゾはルシファーにいい放った。 

ルシファーは、物事をやや混乱させて楽しむという困った一面を持っている。それを知って 

いるからこそ-もつとも、シエゾ^一!!^%がもともとそういう^1$^だというのもあるが、！^の一 

挙手一投足に対してうがった見方をしてしまうのだ。 

まあ少なくとも、ルシファーの手札にはまだあっと驚くようなカードがあることだけは間違 
いない。それだけ念頭に置いておけば、カードが出されたときに少なくとも自分だけは無為に 
慌てることを避けられる。 
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「 ……それは ともかく」 

そうひとりご ちて、 シエ ゾは眼の前の扉に意識を集中した。 

ダンジョンの地下十階には、扉はこれひとつしかない。他にもいくつか小部屋はあるが、扉 
はなく通路とひとつながりになっている。 

そのうちのひとつには、九階から降り立つ体力回復の魔法陣。 

そこを後にすると、先ほどサタンの幻影と戦った——その前にはルルーがドラゴンと戦って 
いる一きな広間に出る。現在、そこに魔物の影はひとつもなく、地上への出口が鼓動のよ 
うに明滅していた。 

広間から向かうことのできる小部屋には、"むてき草""のろま草"が落ちていたり、魔力回 
復や大打撃の魔法陣があったりする。他のアトラクションでもいくつかあったが、ここもどう 
やら構造やアィテム配置が固定されているようだ。まあ、客への安全対策のようなものだとは 
思うが、それなりの小遣い稼ぎにもなったりする。……しかし、"大打撃の魔法陣"なんてど 
うやって使うんだ？あんな小さな部屋にあったら、敵をそこまでおびき寄せなければならん。 
それをするくらいならさっさと倒したほうが早かろう。 

——まあいい、それよりも扉だ。 

と、シヱゾは広間の壁に取り付けられた扉を見つめる。 

この先は、下り階段のある小部屋のはずだが、扉はキッチリと閉ざされている。ドアノブを 
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回してもムダで、試しに蹴ったり叩いたり魔法で攻撃してみたが、やっぱりダメだった。 
「やはり、オーブがなければダメか……」 

タメ息まじりにつぶやき、扉に打ちつけられた看板に眼をやる。 

それには、 こぅ 書いてあつた。 

"六つの宝珠を掲げよ。されば扉は開かれん —— , 


シヱゾは、懐から黒のオーブを取り出した。それはダンジョンの灯りを受けて、漆黒の夜 
空のょうな、透明感のある黒い輝きを放っている。 

自分が単独で赴いたアトラクション、"ホラーハウス"で手に入れたものだ。"ワンダージャ 
ングル"に行ったアルルはバカ正直にも緑のオーブが手に入ったことを公表してしまったが、 
シエゾはあえてそうしなかった。「尋ねられなかったから」と、それに対するルシファー的理 
論武装もしつかりしてある。 

そして、内密にしておいたことが、今になって有利に働き始めてきたょうだ。オーブを六つ 
揃えなければならない以上、シヱゾがこれを持っている限りアルルやルルーに先んじられるこ 
とはありえない。 
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現在、揃っているオーブは五つ。シエゾの持っている黒のオーブ以外は、対策本部に置いて 
ある。それを管理しているのは鼻持ちならぬ人物だが、少なくともオーブを悪用しないという 
ことに限れば、彼は信用に足る。 

あとは、最後のひとつを手に入れるだけだ。そのときにアルルやルルーたちと衝突する可能 
性も少なくないが、まぁしかたがない。これだけは誰にも譲ることは出来ない。ルシファーも 
障害になるかもしれないが、そのときはそのときだ。 

いま、最も大きな問題は—— 

「とりあえず、ここにはなさそうだな」 

シエゾはつぶやいた。 

最後のオーブのありかである。それが何色かはさておいて、 とにかくどこに あるかがわから 
なければ入手の しよう もない。 

少なくとも、"ぶよぶよダンジョン"のこの地下十階にはなさそうだ。カギのかかった扉の 
近くにカギそのものを隠すというのは、裏の裏をかいているとは思う。だが、カンとしてそれ 
はないだろう。ここではない、園内のどこかに必ずあるはずだ。それはどこだ……？ 
「地上から当たってみるか」 

と、扉に背を向けようとした瞬間、 
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シユッ！ 

r …… P :」 

シヱゾの耳元を風切り音がかすめ……、 

カッッ”： 

何かが扉に突き刺さった。 

「む…… P :」 

見ると、それは真っ赤なバラであった。泪のょぅな水滴のしたたる見事な大輪のバラが、短 
剣のように鋭い茎によって、木製一 K 法によって破壊から保護されてはいるが —— の扉に突 
き立つている。ピンと張り詰めた茎を彩るのは、危険な美しさの象徴である鋭いトゲ。 
このようなバラから連想される者は、ひとりしかいない。 


その正体を確かめようと振り返ろうとしたそのとき、 

ヒュウッ！ 

今度は別の齡避1日がシエゾの耳を打った。同時に、何かがシエゾの顔を目掛けてへビのよう 
に襲いかかる！ 
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シエゾは反射的に身をずらし、それをかわした。 

パッシィ- ンッ！ 

乾いた音とともにへビのょうな何かは扉に当たり、バラを粉々に粉砕した。紅い飛沫が、ハ 
ラハラと舞う。 

危険で美しい大輪の華でも、以外に儍いものなんだな —— と、シエゾはなんとなく思った。 
そしてすぐに、意識を現実に戻す。こんな ことを 考えている場合ではない。 

バラを粉砕した何かがムチであることは、さきほどからすでにわかつていた。そして、バラ 
と 同じく、ムチを愛用している人物は ひとり だけだ。 

「珍しい取り合せだな、バラとムチとは……」 

いいながら、シエゾは振り返った。視線の先には、人影がふたつ。 

ひとりは、バラを持ってスカしている長髪のキザ男。 

そしてもうひとりは、革製の露出度の高いコスチュームに身を包み、ムチを携えた女王様。 
ちなみに女王様といってもルルーではない。 

「インキユバスとサキユバス——^の悪いお前たちが手を組むとはな」 

女性を誘惑して生命力を吸い取るインキュバスに対し、サキュバスは男性を証かして生命力 
を食らう。そんなふたりの仲は、まさに水と油、 イヌと サルであつた。 
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「これも仕事で一す、しかたありません」 

「あ-っ！ まったく n 」 

相変わらずのスカしたポーズで吐き出されたィンキュバスのセリフに、サキュバスがいきな 
りキレた。 

「いきなりそんな こと バラしちやつてど^ — するのよ!?: あ^ .. 、だからこんなバカと組む 

のはいやだったのよ。まったく、女の尻を追いかけることしか頭にないんだから」 

「私だって本当は ノ^ ~サンキュ^—で^—す。キミの ような、 男の尻にムチ打って喜んでる ような 
野蛮人と共に行動するのは」 

「なぁんですってぇ!?:」 

「やりますか？ シエゾくんの前に、キミを相手にしてもいいのですよ。ちょうどいい準備運 
動になりま^~す」 

「あんたが死んだら、バィト代はアタシがありがたくもらっておくわね」 

パチパチバチッ …… n 

ふたりの視線が交差し、ものすごい火花をあげた。 
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すっかり傍観者となってしまったシエゾは、ふたりのロゲンカを眺めながら推理を重ねる。 
ふたりの用事は、オーブを手に入れたりなんだりという、アトラクションに関係することで 
はないだろう。というか、明らかにシエゾに対して用事がある。 

となると、ふたりの闘志満々の様子からみて、シヱゾを倒すことが目的だ。 

それが仕事だバイトだということは、雇い主がどこかにいる。 

雇い主については推理を必要としない——サタンだ。 

サタンが、時間稼ぎのためか、完全に叩きのめして病院送りにするためか、とにかくそのた 
めにインキユバスとサキユバスを臨時で雇ったのだろう。 

どういう 経緯で一展われたのかまではわからないが、このふたりが手を組んだとすれば、かな 
り手ごわい。 

だが、この状況を想定していたわけではないが、シエゾには秘策があった。 

「時間稼ぎにもならんな . 」 

シエゾはつぶやきながら、闇の剣をすらりと抜いて頭上に掲げた。 

「アレイアード”：」 

ガドドドドドドドドオンッ”： 

剣を床に突き立てると同時に、シヱゾを中心に闇のエネルギーが大爆発を起こす。 
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しかし……ヽ 

「ソ'— スゥ ィ^卜！ 甘い甘いで ■ ^ す！」 

「あんたちよっとアタシたちを舐めすぎてない？」 

水と油のふたりが口々にいう。ふたりは、シエゾの超必殺魔法を食らっても平然としていた。 
「ふむ……」 

シエゾは、感触を確かめるように息をもらした。自分の実力に対するわずかな憤りをひた隠 
しにしながら。 

ィンキユバスとサキユバスは、サタンたちと同じ魔界の者——闇の眷属である。アレィアー 
ドのような闇の魔法には、当然のごとく耐性があるのだ。 

シエゾとて"ホラーハゥス"に出てくる闇のモンスターを、闇の魔法の一撃で退けるほど実 
力はアップしてはいる。しかし、彼らのようなそれなりの実力者を倒すほどではなかったとい 
うこと である。 

「今度は私たちの番なので一す」 

と、ふたりの夢魔が肉迫する。 

「いや、こっちの手番はまだ終わっちやいない ぜ！」 

いいながら、.シエゾは闇の剣を再び構える。 

「闇の剣よ、斬り裂け！空間斬 n :」 
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シュバ ァッ！ 

シェゾが剣を横にはらうと、闇の剣の闘気が敵ふたりのいる空間ごとなぎ払った。 

「ノオ-ツ！ 」 

「きやあつ”こ 

闇のエネルギーではない、物理的な攻撃に、さしものふたりもダメージを負う。 

「なかなかやるわねぇ…… 」 

と、いち早く体勢を立て直したのはサキュバス。 

「でも、おィタはダメよ ぉ」 

サキュバスは B ましげなポーズを取り、 

「テンプ テ、ション！」 

呪文とともに、魅惑的なピンク色の才—ラが香水のような匂いを放ちながらシヱゾを包み込 
む。異性を誘惑し、動きを封じるというサキュバスならではの能力である。普通ならこの後、 
相手のエネルギーをたっぷりいただくのだ。 

だが……、 

「ふん！」 
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シュバ ッ！ 

オーラの雰囲気に飲みこまれることなく、逆にシエゾは剣でオーラをなぎ払った。 

「な、なんで……!?:」 

サキユバスは絶句。しかしすぐに理由を知る。 

「そ、それは . C ::」 

「そうだ。"無覚のお守り"だ」 

いいながら、シエゾは首から下げた不思議なマーブル色のお守りに触れた。"ホラーハウ 
ス"にて、マスク•ド•サタンに合成の方法を教授してもらったときに造ったものである。 
「誘惑は、相手の感覚に訴えるもの。だが、いまのオレには、お前の声、香り、身体、すべて 
に何の魅力も感じない」 

「うぐぐ . 」 

必_を完全に封じられて、サキユバスは歯嚙みする。 

「ならば . 」 

すぅっと、ィンキユバスが前に出た。 

「脱がせてあげま^す！」 

いうが早いか、シヱゾに肉迫。 
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「むぅっ……丄 

その動きがあまりに素早く、シエゾは即座に対応できなかった。代わりに、ダメージに備え 
て反射的に身構える。 

シャキ-ンッ！ 

レーザー光線のよぅな、 乾いた 擦過音と ともに、ィンキユ バスはシヱゾを掠めた。その瞬間、 
シエゾは身を固くしたが ……、 


おおよそ、痛みの よぅな 神経の伝達は、彼の脳に届くことはなかった。 

「何のマネだ？痛くもかゆくもないぞ」 

背後にまわったインキユバスに振り向きながらシエゾはいぅ。 

「問題無し……いや、キミにとってはプロブレムだらけで一す」 

インキユバスは、右手を差し出した。そこに握られているのは、先ほどまでシヱゾが首にか 
けていた〃無覚のお守り"！ 

「ナニィ P :」 

シエゾは驚いて自分の首兀を見る。確かにお守りが忽然と姿を消していた。 

「それから、ついでにこれもゲットで^ —す！」 


I 








59 どきどきコース•第 2 ラウンド！ 薔薇と鞭と陰謀と 


とィンキユバスが差し出した左手には、なんと黒のオーブが握られている。 

「おのれ . ！」 

チヤキッ。 

憤怒の形相で、シエゾは闇の剣を構えた。その瞬間、背後の存在を失念。 

その致八叩的な失敗は、すぐに思い知らされることになつた。 

「オーブを返せ！」 

とィンキユバスに斬りかかった瞬間、 

「テンプテ^—シ ョン！」 

背後から声がし、ピンク色の妖しげなオーラがシエゾを包み込んだ。 

「し、しまつた……！」 

と悔やんでも、時すでに遅し。シエゾの身体は、奇妙な脱力感に襲われた。 

闘志もどこかに消え去り、闇の剣がやたらと重く感じられる。 

だがこの脱力感はミョーに心地よく、もう何もかもがどうでもよくなってきた。 
ちようどいいぬるま湯につかつているようなこの感覚。 

できればずっと浸っていたい……。 

ええい、重い剣なんか捨ててしまえ！ 

チヤキ-ン〇 
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シエゾは無二のパートナ ー である闇の剣を手放した。乾いた音を立てて剣は床に落ちる。 

「は〜い、ハニ——」 

「愛のムチよっ！」 

ィンキユバスの鋭いバラ、サキユバスのムチが ぅなりを あげてシエゾに襲いかかった……〇 





r iHLiP'^JL 

"超 PL ビー級王者決定戦! 


■也っ^^ 









ーキズだらけの対策本部にて 

- 「ilt つ ま 

シエゾは、夢を見ていた。 

だが、どんな夢かはまったく覚えていない。 

ひどく甘美で、心地よく、それでいて、何か大切なものを失ったような空虚さと、悔しさが 
ないまぜになったような感覚だけが残っている。 

- ^を覚ませ！ 

もうひとりの自分が警告を発した。 

-のんびりと 寝ている場合ではないぞ！ 

もうひとりの自分は、ひたすらに叱責し、ぬるま湯に漂っているような自分を駆りたてる。 
—— お前は負けたんだ、インキユバスとサキユバスに！お守りどころか黒のオーブまで奪 
われてしまつた！すぐに取り返さなければ、"すっごい魔法のアイテム"を手に入れること 
などできないんだぞ！ 

……ああ、"すっごい魔法のアイテム"か。ずいぶんと懐かしい響きだな。しかし、ずっと 
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このままでいられるなら、アィテムなんかどうでも . 、 

「よくないっ！」 

がばっ！ 

声を張り上げて、シヱゾは起きあがった。その瞬間、 

ヂ V ア-1- ゞ ••••1• 

と巨人の棍棒で殴られたかのようなモノスゴィ頭痛が襲いかかる。 

「ぐうつ . 丄 

「急に起きちゃダメ よ！」 

シエゾが痛みにうめくと、誰かが背中に優しく手を置いた。 

「まだケガが治ってないんだから」 

とシヱゾを再び横に寝かせ、毛布をかけてくれたのは、誰あろうルルーだった。 
「ここはどこだ . ？」 

かろうじてのプラィドを保ちながらも、シエゾは弱々しく問いかける。 

「ここは例の本部よ」 

とルルー。 
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横たわったままの姿勢で可能な限り視線をめぐらすと、確かにそこは例の緊急対策本部のよ 
うだった。そこに救急用の簡易ベッドを設え、シヱゾを寝かせたのだろう。 

「なぜオレはここにいる . ？」 

「それはあなたがよくわかってるんじやなくて？」 

キツくいいながらも、ルル^ —は説明を続ける。 

「あなたの帰りが妙に遅いから、アルルと"ぶよぶよダンジョン"に行ったのよ。あなたがそ 
こに行ったことは分ってたし、抜け駆けしていないか心配だったしね」 

「ふん」 

「だけど地下十階に行ったら、あなたがキズだらけで倒れてるじやない。だから慌てて ミノ タ 
ウロスに ここまで 運ばせたって ワケ。おわかり？」 

「そうか . 、すまんな」 

シエゾは素直に礼をいった。 

おそらくルルーは、彼が目覚めるまでずっと介抱してくれていたのだろう。その、ルルーが 
時折見せる女らしさに感じ入り、シヱゾは礼をいったのだった。 

しかしすぐに、素直になりきれないいつものシエゾが減らず口を叩く。 

■「まぁ、何か魂胆があってのことだろうがな」 

「ええそうよ」 
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ルルーは素直に肯定する。しかしその眼が「素直じゃないわねぇ」 と 語っていた。 もっとも、 
"すっ ごい 魔法の アィテム"という 魂胆が あるのもまた 事実では あるだろう が。 

「ところで . 」 

不意にルルーはいった。 

「なんだ？」 

「あなた、誰にやられたの？あなたほどの相手に大ケガさせるなんて……」 

「残念ながらサタンではないぞ」 

ルルーのいいたいことを察知しシエゾは割りこんだ。 

「もっとも、サタンのしわざには変わりないがな」 

「どういうこと？」 

「相手はィンキユバスとサキユバスだ。おそらく、サタンに雇われたのだろう」 

「信じられないわ、あのふたりが手を組むなんて…… ！」 

ごくごく一般的な反応を、ルルーはした。 

「だが、信じようが信じられまいが、それは事実だ。そして、あのふたりのコンビネーション 
は侮れん」 

いいながら、シエゾの脳裏に忌まわしき過去がよみがえった。その途端、ムカムカしたもの 
が胸のうちから沸き起こってくる。 
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怒りと、後悔-〇 

「なるほどねぇ . 」 

「しやべりすぎだ。気分が悪くなつた」 

シエゾは、感心するルルーにごろりと背を向けた。これ以上、よけいなことをしやベらない 
よぅに0 

しかしルルー はそれを 許さず、 

「あなた、 まだ 隠して ることがある でしよ？」 

「そんなものはない」 

「そうよねえ。そのふたりに黒のオーブが盗られたなんて、プライドの高いあなたがいえるわ 
けないわよねえ」 



がばつ！ 

シエゾは再び跳ね起き、驚愕の眼でルルーを見つめた。 

「なぜそれを知つている . P :」 

「ルシファー先生じやないけど、ちよつとした推理よ。サタン様があたくしたちにクリアされ 
ないよぅに、ィンキユバスとサキユバスを差し向けたんでしよぅ？あたくしがあのふたりだ 
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つたら、あなたを倒したらまず黒のオーブを奪うわ」 

「だから、なぜそれを知っているの だ！」 

「そんなの最初から知つてたわよ。あなたが"ホラーハウス"に行つたときから」 


「ずっと隠し持ってたんでしよ？"ワンダージャングル"に緑のオーブがあって、"ホラーハ 
ウス"にないわけないものね」 

「ちっ……」 

シエゾは 舌打ちした。それは、すべての〗冃定を 表す ものであった。 

「攻略本にあったとおりですね、ルルー様」 

「バカ！ ミノ！いきなりなにいい出すのよ！」 

急に口を挟んだ ミノ タウロスの口を、ルル彳が慌ててふさいだ。 

「そうか、攻略本か」 

シエゾはいった。それに対して怒りはない。どうせそんなことだろうと思っていたからだ。 
「ところで、ルシファ^ —とアルルはどこだ？」 

室内を見まわしながら、シエゾは問う。 

「ルシファー先生は着替えに行ったわ。じいもいっしよにね」 

とルル1。 
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「アルルは、最後のオ ー ブを探しに行ってるわ」 
そして、ルルーは締めくくった。 

「その攻略本を持って、ね」 
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二魔導書をお将ちのあ^たへ 

-「も、っ、罕又てよお」 

「……はいいんだケド」 

園内をウロウロしながら、 アルルはひとりごちた。 

「最後のオ ーブはどこにあるんだろう …… ？」 

シエゾを救出してから、アルルは再び"ぶよぶよダンジョン"に行ってみた。しかし、やは 
り扉は閉まっているということがわかっただけ。 

その後、すべての アトラクションを 何度もまわってみたが、手がかりはまったくなし。 

"ファイヤーマウンテン"では暑い思いをし、 

ヶウォーターパラダイス"では寒い思いを したう えにびしょぬれになって、 

"スターライトステージ"では眼が眩むわ耳は痛いわピリピリするわで —— しかも水に濡れた 
あとだから、効果はてきめんだ ——， 

"ホラ^~ハウス"ではビックリしまくりだし、 

"ワンダージャングル"では食べ物が腐りまくりだった。 
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しかし、六つめのオ ー ブに関する情報はゼロ。 

いいこともあるにはあつた。 

以前にショップのもももから授かった、識別、ヮナ、合成能力がかなり向上したのだ。 

アトラクションに 落ちている アイテム や魔法陣は、すべて識別されていない状態にある。そ 
れをどんどん識別すれば、能力もレベルアップするというヮケだ。識別には魔力をいくばくか 
必要とするが、能力が高まれば高まるほど、失われる魔力もグッと抑えられる。 

ヮナ もそう だ。初めはヮナにひっかかってばかりで、死ぬほど大変な メ にあってきた。"激 
水のヮナ"で巻物のインクが飛んで白紙になってしまったり、"火柱のヮナ"で草や巻物が燃 
え尽きてしまったり、"カビのヮナ"で食べ物がみんな腐ってしまったり、"体重計のヮナ"で 
食べ物が喉を通らなくなってしまったり——アルルといえど、やはりうら若き乙女。体重のモ 
ンダイは上から二番目か三番目くらいに重要な事項だ。さらに"ころばせ草のワナ"でアイテ 
ムをブチまけ、腹を空かせたカーバンクルに重要アイテムを食べられてしまったりした。 

だが、そんなヮナを片っ端から解除しているうちに能力が向上し、いきなり足元にヮナが出 
現しても即座に回避できるょうになった。解除の確率もググッとアップした。 

そして、発見した指輪やお守りをアレコレと合成しているうちに、合成の能力もアップ。攻 
略本に書いてあった能力の高い指輪やお守りなんかも簡単に造れるょうになった。それらは自 
分で使ってもオーヶーだし、ショップに売ればかなりのお金になる。 
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お金になるといえば、アルルはアトラクション内で多数の書物を見つけた。だが、それらの 
ほとんどはアルルの使えない魔導書ばかり。格闘術の奥義書に至ってはアルルが完全に縁のな 
いものだ。たまにアルルが使って意味のある魔導書が見つかっても、それはファィヤーやアィ 
スなどなど。それらはすでに修得済みだ。 

そんな書物の類も、売れば結構なお金になる。おかげで、アルルの懐はあったかかった。 

「……はあ、疲れた」 

歩きどおし、アトラクションに出たり入ったりで、さしものアルルも疲労困憊。 

そんなアルルの耳に、 

「ぐぅ .. 」 

と、奇妙なくぐもった音が飛びこんだ。 

「なあに？カーくん」 

反射的に、アルルは前をちょこちょこ歩くカーバンクルに声をかける。しかしカーバンクル 
は、 くるりと 振り向いて、 

「ぐ-—?」 

と不思議なカオ。それと同時に、 

ぐぐぅ〜 . 〇 

再び奇妙な音が鳴った。 
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それは、力彳バンクルの声などではなく、アルルの腹の虫だった。 

「そ一いえば、お腹減ったなぁ……」 

減り具合を確かめるように、アルルはお腹に手を当てる。 

「カーくん、カレ' —ラィス含べよっか？ お金 も あるし」 

「ぐ，- 」 

アルルがいうと、カーバンクルは飛びあがって喜んだ。カレーラィスが大好物な うえ、いつ 
何時でもお腹を空かせているいやしんぼな のだ。 

「じやあ、行こっ」 

「ぐ' — !」 

とふたりがショップに向かって歩き出そうとしたとき、 

ばさっ。 

「あっ！」 

アルルの手から攻略本が落ちた。慌ててアルルはそれを 拾い上げる。 

「そ^ — いえば、ポクらは最後の才^ —ブを探してたんだっけ」 

疲れ果てていたうえに、先ほどの腹の虫でどこかに吹き飛んでいた自らの使命を、アルルは 
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ようやく思い出した 

「でも、攻略本にも書いてないんだもんなあ…… 」 

拾い上げたついでにとばかりに、アルルは本をパラパラとめくる。その後ろのほうのぺ彳ジ 
には、 

"ダンジョンの最深部に行くためには、白のオーブが必要だ。この才—ブも、この遊園地のど 
こかに隠されているぞ！々 

としか書いていない。 

「やっぱこれって、自分で探せ、って コト だよねえ …… 」 

アルルの身体を、さらなる虚脱感が襲う。攻略本のその部分を読むたびに、アルルはがっか 
りしていた。 

「攻略本なんだから、全面クリアの方法が書いてあっても いいよね え」 

誰にともなく、アルルはブツクサしはじめる。 

「でもまあ、秘密が全部載つてしまつてたら、それはそれでつまんないか。……でも、 ヒント 
くらい載っけてくれてもバチはあたらないよねえ」 

などとブツブツいいながら歩いて いるう ちに、やがてアルルは ィン フ オメ ー シ ヨン 前に到着 0 
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「とりあえず 、寄って みょぅ かな。 カレー 食べる前に。掲示板に ヒントになりそぅ な新しい書 
きこみが あるかもしれないしね」 

と、アルルはィンフオメーシヨンの扉をくぐつた。 

そして掲示板を覗くと、 

「お、あったあった」 

アルルの願いが神に通じたのか、掲示板に新しい書きこみがあった。 

「ナニナニ……？魔導書をお持ちのあなたへ……？」 

タイトルを読んで、アルルはいきなりガッカリ。 

「なあんだ。才1ブの ことじ やないんだ」 

しかし内容が内容だけに、アルルはひとまず最後まで読む。 


読み進めていくぅちに、アルルはだんだんと力が抜けていき、 

| • • • • • 

と、最後にはガックリとその場にへたりこんでしまつた。 

「そ、そんなぁ . 。もっと早く教えてよお . 」 

「あら、どぅしたんです？」 
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案内役のキキーモラが、アルルの様子に気づき、声をかけた。 

「どこか、お身体の具合でも？」 

「そうじやないよ。この書きこみ、見た？」 

「ああ……、一部の攻撃魔法は魔導書を何度も読むことでパワーアップする、というハナシで 
すね？」 

フアイヤー なら フアイヤー のみ、 ヒー リングなら ヒー リングだけと、魔導書はひとつの呪文 
につき一冊と いう 構造になっている。呪文の内容やそれらの細かい解説などがあるため、 そう 
せざるを得ないのだ。複雑怪奇な内容をキッチリ理解し、理論的に納得できるような思考の持 
ち主でなければ、そもそも魔導師にはなれない。 

ちなみに複数の呪文が収められた魔導書もこの世にあるにはあるが、とうていヒトの持ち歩 
きで きる 大きさ、重さではないため、この"わくわくぷよぷよランド"にはない。 

そして、魔導書や奥義書は単体でも百科事典クラスの大きさがあるにもかかわらず、消耗品 
である。ひとたびべージを開いて最後まで読んでしまうと、たとえそれが修得不可あるいは修 
得済みの技であっても、原子のチリとなって消え去ってしまう。 

だからアルルは、フアイヤーやアイスといった修得済みの魔導書を、さっさと売り払ってし 
まったのだ。 

そのアルルがとてつもない脱力感に襲われたのは、掲示板の内容が、そんなアルルの行為を 
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無にするようなものだったからである。 

なんと、ファイヤーなどの一部の攻撃呪文は、同じ魔導書を重ねて読むことでパワーアップ 
するというの だ！ 

「もう全部売っちやったよお . 」 

「では、買い戻すしかありませんねぇ」 

「しようがない。お腹も空いてるし、ショップに行くかぁ……」 

アルルはようやく身体を起こし、ショップへ移動。 

しかし、そこでも不運が彼女を待っていた。 

「え^^^! こんだけぇ!?:」 

「お客さんの手持ち金だと、"ホットの魔導書""コールドの魔導書"が各四冊と、"ショック 
の魔導書"が二冊だけなの一」 

アルルが不満をあらわにしても、もももは淡々という。 

「あと カレーライスが ふたつで、 しめて 六千二百金貨な の一」 

「でもポク、さっきはこの倍くらいの本を売ったんだよ P 」 

「アイテムの買い取り価格は、売値の半分なの一。これはしかたないの一」 

となると買い戻すにはあまりに非効率的である。 
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「ポク、さっきまで魔導書がまだ使えるのを知らなかったんだ。だからお願い！せめてボク 
がさっき売った魔導書だけでいいから半額にして！」 

アルルは懇願した。 

「それはできないの一」 

しかしもももはそっけない。 

「え〜っ！ どぉしてぇ|?こ 

「できれば お客さんの ニ ー ズ には応えてあげたいの一。だけど、 そういう 前例は作りたくない 
の一 。でないと、こっちの商売が成り立たなくなっちやうの 一」 

「そっかあ . 」 

アルルは、これ以上ない ってく らいガックリと肩を 落とした。 

「それならしょうがないか……」 

観念して商品を受け取り、代金を支払う。 

「でも、 こういう サ^ — ビスならできるの^—」 

と、不意にもももは一冊の魔導書を差し出した。 

「これは？」 

「さっき仕入れたばかりの"ホーリーレーザーの魔導書"なの一。ょかったら使ってなの一」 
「うん、 ありがとう！ ごめんね、無理いって」 
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「どういたしましてなの-—」 

そしてアルルはショップを後にする。その時点でカーバンクルは もう カレーを食べ終わり、 
おかわり-正確にはアルルのぶん-に手をつけようとしていた . 。 
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三再び M かさんの独り言 

——「、又?^ S の出^^やないの?」 

『そうかそうか、シヱゾを倒したか。 

よくやったぞ。やはりお前たちを無理してでも雇ったのは正解だったな。 

. こらこらそこでケンカをするんじやない。この仕事は、お前たちのどちらかが欠けても 

成功しなかったし、それを見越してオレも雇ったのだ。 

まぁ、わかればいい。 

. し？ 

黒のオーブも奪ってきた P : 

おお、それは重畳。 

これで、少なくとも黒のオーブがここにある限り、ヤツらにクリアされる心配はなくなった 
というわけだ。 

お前たちには特別ボーナスを出そうじやないか。 

ナニ？実際に奪ったのは自分だけだ？まあいいじやないか。オレはいま、気分がいいん 
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だ。気が変わらないうちに素直にもらっておいたほうがいいぞ。 

……ふむ。 

こうなつたら、さらに確実性を増そう。 

何をやるかって？それは簡単だ。 

隠しステージの"バトルキャッスル"に行って、白のオーブを手に入れて くるの だ。 

もし、ヤツらの誰かが先に来ていたなら、さっきと同じようにムリヤリ奪ってくればいい。 
逆に連中がまだ来ていないなら、客を装って普通にクリアするのだ。ボスは滅法強いが、ま 
ぁお前たちならなんとかなるだろう。 

ふたりがかりで並日通 もクソ もないがな……。 

まぁとにかく、行け！ 

. え？ 

"バトルキャッスル"の行き方がわからない？ 

おお、それを教ぇるのを忘れてたな。すまんすまん。 

それはだな……』 
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四攻略本の意外なヒミツ 

— 「なるほ v こ、 っ ^ つて rc のか」 

「え〜 ん、わからないよお . ！」 

陽が傾き 始めてもオーブの場所はわからず、ついにアルルは広場のベンチにへたりこんだ。 

「疲れてもう歩けないよお。もう陽が暮れちゃうし . 。いったい ドコ にあるのお . ？」 

アルルは再び全アトラクションを回り、各フロアの隅々 まで探してみた。 

しかし、オーブどころかそのカケラすら見つからない。 

地上では建物の裏や植え込みの中、ベンチの下、噴水の中、ゴミ箱の底まであさってみたが、 
やっぱり見つからなかった。 

「 . て！」 

とうなりながら、今度は攻略本を開き、ひと文字ひと文字を指で追ってオーブに関する情報 
を見落としていないかを確かめる。 

しかし……ヽ 

「、75^っぱりなハよお！- 
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中間あたりで集中力が尽き、アルルは諦めた。 

「まった くもう！ いったいドコにあるってい うんだ！」 

さすがのアルルも爆発寸前。これがルルーなら、もうとっくに大爆発を起こしているところ 
である。 

『どうした？アルル』 

不意に眼の前で声がした。幾度となく聞いた、他人に安心感を与ぇる、陽光のょうに優しい 
響きを持つこの声の主は……、 

「ルシファー先生！」 

さっきまでのふくれっつらを笑顔に変ぇ、アルルはルシファーを仰いだ。見ると彼は、すで 
に探偵ルックをやめ、いつもの黒いローブ姿に戻っている。 

「先生、どうしてここに？」 

アルルは師匠に問いかけた。かつてアルル(とルル ー) が通っていた魔導学校時代、そして 
そこを卒業してからもしばらくのあいだ、ルシファーはアルルの師匠だったのである。師弟関 
係自体はまだ続いているが、最近アルルは単独で修行を重ねている。 

『空腹になったので、ショップに食べ物を買いにな。あと、シエゾくんに飲ませる薬とかも買 
わなければならない』 

「ってことは、シエゾはまだ目 M 口が悪いんですか？」 
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『眼が覚めて意識的にはハッキリしているが、キズ自体はまだ完治していない。まあ、すぐに 
治るから心配はいらないよ』 

「そうですか」 

『ところでアルル、キミはこんなところで何を怒っているんだ？』 

「そうそう！ 先生、聞いて よ！」 

ルシファーが問うと、アルルは待ってましたとばかりに身を乗り出していった。 

「いっくら探しても白のオーブが見つからないんです！」 

『そうなのか？』 

「そ一なんです。アトラクションをぜ一んぶ、一一、三回まわったけどダメだし、地上も掃除の 
オバさんかドロボーみたいに隅々まで探したけど、ゼンゼン見つからないんです！」 

『ふ〜む . 』 

「ルシファー先生！教えて！オーブはドコにあるんですか|?:」 

『といわれても、私は知らないんだよ。奎に』 

「サタンに聞いてみるとか……」 

『まあ、そうしてあげたいのもヤマヤマだが……幻影で会話をするのはひどく疲れるのだ。そ 
れはキミも知ってるだろう？』 

「う、うん .- 
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『あと、いきなり私がオ ー ブのありかを教えて くれと いっても、サタンにとっては空々し 
とこの上ないだろう？向こうをへ夕に警戒させるだけだ』 

「そうですね . 」 

『シエゾくんの買った攻略本は読んだのかい？』 

「うん。だけど、書いて あるのは 遊園地のどこかにオ ー ブが あるというく らいで……」 
『その攻略本は、るいばんこ出版のヤツか。どれどれ、かしてごらん？』 

「はぃ」 

アルルが攻略本を手渡すと、ルシファーはパラパラと本をめくる。 

やがて、 

『ふ〜む . 』 

と神妙な面持ちになった。それでいて、なにかを楽しんでいるようにも見える。 

「な、なにかわかったんですか？」 

『アルルくん、キミはこれを読んだのかい？隅々を、最後まで』 

「え……？いや、その……最後まではちゃんと読んでないんですけど……」 

『わかったのは、アルルくんは相変わらずせっかちだということかな？』 

「ど、ど1いうコト!?:一 


い 
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『いいかい？アルルくん』 

ルシフ ァ ーは、優しくもやや ィジ ヮルな笑みを浮かべ、幼子に諭す ように いった。 

『以前に教えたとおり、書物は最後までキッチリと読まなければ意味がない。まだ時折、すぐ 
に諦めてしまうクセが出るようだね』 

「で、でも . 」 

『集中力が続かないというんだろう？だったら、発想の逆転をするのだ。具体的にどうすれ 
ばいいかを、前に教えたと思うんだが、覚えてるかい？』 

「え？ え〜と . | 

アルルはなんとか思い出そうと、空を仰いで考え込む。 

しかし、何も出てこない。 

『忘れたのかい？しようがないなぁ……』 

「ご、ごめんなさい……」 

『本を後ろのほうから読んでみるのだ。わかったかい？』 

「わかりました！」 

『うむ、返事がいいのはよい こと だ。これに実が伴えば もっとい いのだが』 

と、ルシフアーは攻略本を返却。 

「ぶ〜っ……。先生のィジワル」 
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『ははは。では、私はシエゾくんの容態も心配なので、そろそろ行くよ。さっき教えたことを 
くれぐれも 忘れないように』 

「うん！ありがとう、ルシファ' —先生！」 

背を向けて歩み去る師匠に、アルルは大きく手を振った。 

彼の姿がショップに消えた頃、アルルはベンチに座りなおし、教えてもらったとおりに攻略 
本を後ろから開いてみる。 

すると、 

「ナニコレ？」 

奇妙なぺージを発見。 

何ぺージかが閉じてしまっていて、普通に開くことができなくなってしまっている。 

「乱丁本？お店に取り替えてもらわないと . 」 

と一瞬だけ思ったが、どうやらそうではないらしい。表のぺージに、 

"スペシャル袋とじ！わくぶよランドのすっごい中身 =/;■ 

と蚩日いてある。 

「そ^—か！袋とじぺ^~ジなんだ！」 
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アルルはようやく得心。 

「でもなんだか、週刊誌のエッチな袋とじみたいなタィトルだなぁ」 

といいつつ、アルルはナィフを取り出して袋とじを切り始める。 

「こうまでしておいて、 もし 本当に エッ チな内容だったら、マジで怒っ ち やうよ。……あ、も 
しかしてシエゾは、それが目的で買ったとか。シエゾはああ見えて、 けっこうエッ チだしなあ0 
攻略本は他の出版社からもいくつか出てるみたいだし……」 

などと、シエゾのクシャミが聞こえてきそうな ことを いいながら、アルルは ぺージ を開き、 

「あ -っ”： やっぱり！」 

と、大きな声を出した。 

それは、予想どおりエッチな記事だったから……ではなく、隠しステージのことが書いてあ 
ったからだ。 

「ナニナニ……？アトラクションはこれで終わりと思ったら大間違い。隠しステージ"パト 
ルキャッスル"がキミを待っている n : クリアすると待ち望んでいた例のアレが……！満月 
の夜、水辺で何かが起こる……1?:」 

やがて、アルルは本をぱたんと閉じた。 

「そ一か、満月の夜に水辺に行けばいいんだね」 
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と、空を仰ぐ。太陽はだいぶ傾き、そろそろカラスが家に帰れと鳴き始めるかな？という 
頃合である。そして幸運にも、昨夜のお月サマの具合からして、今夜はちょうど満月のはず。 

「よし！ 行ってみよう！」 

アルルは意気揚々と立ちあがった。先ほどまでのイライラや脱力感がゥソのように身体から 
抜けてしまつている。 

「白のオーブがあるとはハッキリ書いてないケド、これまでのバターンからいつてきっとある 
よ。もしオーブがなくても、せめて ヒントく らいはあるだろうし……。そうと決まつたら、い 
まのウチに腹ごしらえしとこつと。力^ — くん、行く よ！」 

「ぐ ■ — !」 

さっきまでひとりで何やら踊っていたカーバンクルは、何かが食べられると瞬時に察知し、 
ぴよ一んとアルルの肩に乗る。 

そしてふたりは、 さっき も食べたばかりだというのに、カレーライスを食べにショップへ向 
かった……。 
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五满月の夜 

——「ぇ？才—ブ ij 全部 r ハつ^の？」 

夜一0 

アルルは、" ワンダージャングル"のちょっと奥にある、浮遊島の水辺に立っていた。 

その水は絶ぇ間なくこんこんと湧き、やがて穏やかな滝となって遊園地に降り注いでいる。 
それはやがて、"ワンダージャングル"から"ゥォーターパラダィス"の豊富な水源へと流れ、 
"ぷよぷよダンジョン"を取り巻く池となって外に向かっている。 

ちなみに"ワンダージャングル"の裏手から浮遊小島が階段状に浮かんでいるため、水辺の 
浮遊島へは簡単に行き来できる。 うろこ さかなび との セリリが、昼間に この 水辺に よくい るら 
しいが、さすがに もう 夜なので彼女の姿は見えない。 


アルルは、ふと空を仰いだ。 

漆黒の夜空の中を、雲の大群が流れて.いる。 あまり 雰囲気のいい天気 だとは いえない。 

すきま 

しかし時折見せる雲の隙間から、星がキラキラとまたたき、月明かりが差し込んでくる。 


そ 
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の明るさから察するに、今日は予想どおりに満月だ。 

「ナニが起こるんだろう . 。ねえ、力^~くん？」 

「ぐ'^ ■'! 一 

アルルが問うと、カーバンクルも「楽しみだ」とばかりに飛び跳ねる。 

そんな ことを 話していると、不意にまわりが明るくなった。雲の大きな切れ目から、まんま 
るのお月サマが顔を出したのだ。 

「わぁ〜 . 丄 

その幻惑的な月光に、アルルはしばし魅入る。 

「なんだか、月見で一杯、といきたいところだねえ」 

「ぐ-」 

未成年のクセに生意気なコトをいうアルルだった。 

その瞬間！ 

奇妙な叫び声が聞こえたかと思うと、突然、アルルたちのまわりに影が差した。 

「な、なに…… t ?:」 

アルルが見上げると、何者かが月光を遮断している。 
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それはコウモリのようでもあり、鳥のようでもあり。 

やがてその影はぐんぐんとアルルたちに迫ってきた。そしてそれは、思った以上に大きい。 
まるで、ヴァンパィアが変身した巨大 コウモリ か、鳥のモンスターである。 

j デ」ベ > つ^- • 」 

怪鳥は再びいななき、 

ゴオオオオオオオオオォオオ . ツ！ 

と風切り音をあげてアルルに突進。 

それを見つめるアルルは、だんだん怪鳥の正体がわかってきた。 コウモリ かムササビの よう 
に身体をいっぱいに広げて滑空するその姿、カラスのようなクチバシ、黒曜石のような眼、そ 
して悪魔のような二本のツノ……。 

「"まもの"……!?:」 

と正体を看破すると同時に、 

がしっ！ 

まものは大ワシのような脚でアルルをしっかりとつかんだ。そして滑空の勢いを殺さぬまま、 
今度は上昇を始める。 

「あわわわわわ . .力1 くん！」 
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「ぐ，-」 

身体の浮き始めたアルルが慌てて手を伸ばすと、カーバンクルがぴよんとその手に飛び乗っ 
た。そのまま、ふたりは空へ。 

まものは、どんどんと上昇を続けた。あっという間に水辺の浮遊島がコメツブのように小さ 
くなつている。 

「うぐぐ . 1」 

アルルは「どこまで行くの？」と聞くために懸命に声を出そうとしたが、口をついて出るの 
はうめきだけだった。とてつもない風圧なうえ、肩に食い込んだまものの爪がかなり痛い。 

そんなアルルの様子など気にもとめずに、時折はばたきながら、まものはさらに上昇した。 
空を流れる雲が、どんどんと近づいてくる。 

このまま、雲を突きぬけてしまうんじやないかとアルルが思い始めたとき、何かが雲の切れ 
間から見え始めた。 

「うぐつ！ I 

アルルは思わず声を上げる。本当は「あっ！」といいたかったのだが、 やはりう めきになっ 
てしまつた。 

それは、浮遊する城であった。大きさそのものはさほどではないが、魔法の灯りによってラ 
ィトアップされ、満月をバックにしたその姿は、これからアルルに振りかかるであろう死闘を 
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予感させる。 

この城こそが、"バトルキャッスル"であることは間違いなかった。 

一 v'J ベ > つ！*」 

まものはさらに鳴いて"バトルキャッスル"の上空までさらにのぼりつめた。 

そこから下を見ると、城といくつもの r 塔に囲まれた、まさに闘技場といった広場がある。 
やがてまものはゆっくりと下降してアルルをその広場に降ろし、自らも着地。 

「満月の夜に繰り広げられる闘いの殿堂、"バトルキャッスル"にようこそである」 

うなるような声で、まものはいった。 

「これから始まるのは、ザコのいない一対一のバトルである。しかしお前は、十人の相手と闘 
い、勝たねばならない。勝っても地獄、負けても地獄、である」 

「ええっ!?:それはヤだなぁ」 

とアルル。 

それに反応することもなく、独裁者の演説のようなまものの前口上は、さらにつづいた。 
「まさにが liist 城"ルなのである。しかし全員に勝てば、そこに待つのは天国なのである」 

「で、相手は？」 

この質問には、まものは応じた。 
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「これまでのアトラクションに出たボスがメインだが、ワシのようにここで初めて闘う相手も 
いるのである。攻略本など役に立たないのである」 

「全員に勝つ と 天国っていうのは、何か イイ モノが もらえる って コト？」 

「そのとおりである。白のオーブが賞品なのである」 

「それってシヤレ？」 

「なにであるか？」 

「"城"と"白"のシヤレなの？」 

「そんなことはないである。ただの偶然である」 

「なるほろ」 

「まぁとにかく、全員に勝てば六つめのオーブが手に入り、"ぷよぷよダンジョン"の最深部 
に行けるようになるのである」 

「え卩：」 

不意にアルルが素っ頓狂な声を上げた。 
r ポクたち、四つしかオーブ持ってないよ？五つめで最後じやないの？」 

「そんなことはないのである。この時点で五つのオーブを持っていないと、この"バトルキヤ 
ッスル"には招待されないのである」 
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「だって、本当に四つしか持ってないんだもん。赤と、青と、黄と、緑……」 

アルルは指折り数える。 

「ほら四つだ」 

「黒のオーブがないのである」 

「ナニソ レ？」 

r ホラーハウス"にあるはずなのである。お前か仲間の誰かが行っていないのであるか？」 

「そこにならシエゾが . って、^-っ”こ 

ょぅやく 思い当たって、大きな丸い眼をアルルはさらに丸くした。 

「シエゾが隠してたんだなぁ？まぁ〜ったくズルいんだから」 

「とにかく、これで五つの才彳ブがあることがわかったのである」 

「シエゾに黒のオーブを出させなきやィケナィけど、まずはここで勝たないとね」 

アルルは身構えた。 

「では 行くである！」 

いぅが早いか、まものは大きなヵギツメをアルル目掛けて振り下ろす。 

「ごべぇ！」 

グオツ！ 
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「おっと！」 

ツメの一撃をアルルは難なくかわし、 

「ホット”：」 

小手調べの魔法ィッパッ！ 

ゴオツ！ 

「ぶべぇっ！」 

アルルの手のひらから放たれた炎が、まものの胸あたりを焦がす。 

「へぇ〜……」 

炎の勢いに、アルルは感心。"ホットの魔導書"を何度も読んだおかげで、確かに火勢が 
ップしている。 

「なかなかやるのである」 

まものはそういうが、あんまり効いている様子はない。所證、ホットは初歩の火炎呪文で 
かないというワケだ。 

「次はこちらの番である！」 

とまものは身体を大きく広げ、 

「がべえええ . ”こ 


ア 
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力強く啦哮をあげる。その瞬間、 

ブゥンッ！ 

眼が眩むほどまばゆい光がまものの身体を包み込んだ。 

その紅い光に、アルルは見覚えがあった。自分のダィアキユートの呪文と同じものだ。つま 
り、まものは一撃必殺とばかりに攻撃力をアップさせたといぅこと。 

「ごべえ”：」 

グオツ！ 

強化されたツメの一撃が襲いかかる！ 

アルルは光の看破に気を取られ、反応が遅れた。 

「わぁっ！」 

おかげで大ダメージを被る。 

「ィタタタタ……、やつたなあ!?:」 

気合いを振り絞ってアルルは体勢を整えるが、身体中は痛みでズキズキと悲鳴を上げている。 

-こりゃパワ>—アップしてなくても、かなりヤバィよ。 

敵の攻撃力をそぅ評価し、アルルは短期決戦を決意。 

——まもの……といつたら、ヤッパリ闇のモンスターだよねえ。となると、光の魔法か？ 
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「ヘブン レィ！」 

結論を出したアルルは、即座に光の攻撃呪文を唱える。 

手のひらから発した光球がまものにヒットした瞬間、 

ズドドドドドドドドドオンツ n : 

花火のように大爆発！ 

「うげ ぇ！」 

「やったぁ！」 

アルルは勝利を確信し、ガッツポーズ。 

しかし、 

「喜ぶのはまだ早いのである」 

爆風が消え去ると同時に姿を表したまものは、まだピンピンしていた。 
「ワシに弱点はないのである。残念であるな」 

「う……」 

「そしてお前を、さらなる絶望の淵へ叩きこんでくれようである！」 

再び身体を E げて咆哮を上げる。 
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「ぐべえええ . ”：」 

その途端まものを取り巻く紅い光に、蒼い光が混じった。アルルの使ぅシールドの呪文とま 
ったく同じ光だ。 

「これでお前の攻撃は さらに 効か なくなっ たので ある」 

T 1 つぐぐ . 」 

アルルは歯嚙みするが、 

「!?:」 

不意にひらめいた。 まさに 窮すれば通ず。 

——アウルベアと闘ったときのパタ1ンでいけるかも！動きを封じてしまえば、防御力な 
んて関係ないもんね！ 

そう結論を出したアルルは、すかさず呪文を唱える。 


「ばよえ、 


〜んっ n 」 


〇ヘアアアアアアアアアアアア . ッ！ 

アルルから放たれた魔力が四方に散り、幻想的な花を咲かせる。最後にまものの頭上でひと 
きわ大きな花が咲き、やがて儍く消ぇていった。 
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この魅惑的な光のショーに、誰もが感動に打ち震え、しばし身動きが取れなくなってしまう。 
しかし！ 

「なかなかキレィではあるが、特に何も感じないであるな」 

ギロリ。 

先ほどと変わらぬ威圧感で、まものはアルルを睨んだ。 

「けげ……丄 

アルルは絶句。頼みの綱のばよえ〜んが、まものにはまったく効かなかったのだ。 

「行くである！ごべえ n こ 
グオツ！ 

「わぁっ！」 

またツメの一撃をまともに食らい、アルルは広場の端まで吹き飛ばされた。 

「ううっ、ィタィよお . 」 

と痛みにうめきながらも、アルルはなんとか立ちあがる。瀕死というわけではないが、もう 
一回あの一撃を受けてしまったらオダブツだ。 
r ヒ - —リング！」 

ほうほうの 体で呪文を唱える。 すると 優しい光がアルルを包み、キズをいくばくか回復させ 
た。これで、 もう 一撃ぐらいは…… ！ 
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「ふむ、そちらがそう来るなら、こちらもやるである」 

まものはそういい、またまた身体を大きく広げて咆哮した。 

「ふべえええ . ”：」 

すると、アルルの ヒー リングと同じ淡い光が まものを包み、ホットの 火傷やヘブンレィのダ 
メージ を 完全に回復 させて しまった。 

「けげげ……！」 

まもののこの行動に、アルルはさらに 驚愕。 

- ■ど、どうしよう。このままじや勝てないよ . 。 

相手の攻撃は痛い、でもこっちの攻撃は効かないではどうしようもない。こっちが回復して 
あと一撃は耐えられるというような状態にしているうちに、相手は完全に回復してしまう。治 
癒の度合いは同じでも、受けたダメージが断然に違うためにそのような差が出てしまうのだ。 

こんな有様では、完全にアルルの方が不利である。貯めこんでいる魔力の量も、相手のほう 
が多そうだ。おまけにアルルは、ここで勝ってもさらに次の相手がいるの だ。魔力 回復の"魔 
導酒"も用意してはあるが、こんなところで使う わけにはいかない。 

^^っても地獄、負けても地獄。 

, アルルの脳裏に、バトル前のまもののセリフがよみがえった。全部に勝てば天国だっていう 









のはわかるケドさあ……。 

この状態を打破するには、何とかして相手の動きを封じる以外にない。 

だが、ばよえ〜んが効かないとなると、たまに相手をマヒさせる電撃系の攻撃呪文を除いて、 

アルルはあとひとつしか知らない。混乱させたり幻覚を見せたりという呪文はいくつかあるが、 

それ自体では動きを封じたことにならない。 

衡-お願い！ 効いて n : 

§ 心でそう 念じ、アルルは呪文を唱える。 

者 

^ r スリ ー プ n 」 

^ アルルの手から、 魔法のエネルギーがほとばしる。 

それはやがてまものを包み込み……、 

ス 「ぐううううう . 」 

果たしてアルルの願いは通じ、大きな眼のまぶたを閉じて、まものは立ったまま眠り始めた。 
ル 「や、やったあ！」 

あっけない幕切れ一際にはまだ終わってはいないが——に、魔法を唱えたアルル自身が 
3 ビックリ。とはいえ、望みどおりに敵の動きを封じることができたのも事実。 

これで、眼が覚めないうちにダメージを少しずつ与えていけば、確実に勝てる。 
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「ちょっち セコィけ どね。眠っ てる 相手に攻撃するの も 気が引け るし…… 」 

ひとりごちながら、アルルは呪文の準備をする。使うのはもちろん、魔力を消費せずに使え 
る初歩攻撃呪文だ。 

「ホット！ 
n -; 1 /ド！ 

ホット！ 

ホット！ 

コールド！ 

コールド！ 

もひとつおまけにコールド n こ 

気が引けるというヮリには容赦なく、アルルは呪文を叩きこんだ。 

「み、見事だ……」 

最後の一撃の前に眼を覚ましたまものは、そういい残してバッ タリと 倒れた……。 
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六石化注意報/ 

—— 「 r ^ t 又あれ U 憂いなしだもんね/」 

苦労してまものを"ばたんき ゆ〜"させたあとは、トントン拍子に勝ち進んだ。 

ふたり目の さそりまんは、弱点の電撃系攻撃呪文で一撃粉砕0 

三人目のドラコケンタウロスも冷気が弱点だから、威力の上がったコールドの連発で一気に 
々ばたんきゆ 〜 /y o 

四人目のすけとうだらも、さそり まんと同じく 電撃がニガ手なので、ショックや ライト ニン 
グで才'—ケ^—。 

五人目パノッテイは笛に ょる 音の攻撃がメインなので、"無覚のお守り" を 装備して いるア 
ルルにはまったく効果がない。 

六 人目の ハーピーもそう。歌の攻撃しかしてこないのでアルルには まったく 効かない。だか 
ら安心して正面から攻撃で きる のだ。 

七人目のドラゴンはちょっち強敵だった。冷気が弱点とはいえ、タフだから そうそう 簡単に 
は々ばたんきゆ〜"してくれないし、離れて^11するにしても強力なファイヤーブレスを吐い 


106 


てくるからだ。だけど、いまのアルルにとってはボスほどの手応えはない。 

逆に八人目のアゥルベアは大楽勝。ばよえ〜んの呪文ィッパッでおしまい。アゥルベアが感 
動して動けなくなっているうちに倒せばよいのだ。 

どの相手も、これまでのアトラクションに出てくる相手なので、攻略本に情報が載っている。 
中にはアルルが実際に闘ったことのある相手もいたので、まものよりははるかにラクだったの 
である。 

そして九人目の相手は……。 

「よお^—し、どっからでもかかってこ^ —い！」 

順調に勝ち進んで気が大きくなった現金なアルルは、意気揚々と虚空に向かって叫んだ。 
すると、 

「コケ-ッ”こ 

バサアッ！ 

いきなり^塔の陰から鳥のようなモノが躍り出て、アルルに襲いかかった。 

「うわ ぁっ！」 

不意をつかれてアルルはよけきれず、したたかダメージを受けてしまう。 

「コケ-ツ”こ 
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バサツバサツバサツ……！ 

鳥は大きくはばたいて、やがて広場に着地。 

「げげっ . P :」 

その鳥の大きさにアルルは愕然。 

背の高さがアルルの倍ほどもある大型モンスターの代表といえば、ドラゴンである。そして、 
最初の相手だったまものも大型モンスターに入るだろう。 

しかし、いまアルルの眼の：！刖にいるニワトリは、なんとドラゴンよりもさらにふたまわりも 
巨大なのだ。 

とりあえずデカいというだけで普通のニワトリとは違うが、そいつはあろうことかへビの尻 
尾を持っていた。 

そんなニワトリモンスターは、アルルは一匹しか知らない。 

「コカト リス !?こ 

「コケ-ツ”こ 

アルルが名を呼ぶと、そいつは「そうだ」といわんばかりにけたたましい鳴き声を上げた。 
そのクチバシが、ほんのり紅く染まっている。 

「……!?こ 
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不意に、アルルは左腕に生暖かい ものを 感じ、そっと触ってみる。するとヌルリとしたイヤ 
な 感覚と ともに、 腕に触れた指 も クチバシ と同じように 紅く染まった。 

見る と、 左の二の腕がパック リと 裂けていた。さっきの不意打ちによるものだ。たいしたダ 
メー ジではないが、 あまりの 鋭さに痛みすら感じない というと ころがアルルを驚愕させる。 

-^んなの何度も食らつたら、タマラナイよ。 

「ょし！」 

アルルは速攻勝負を決意し、 

「ヘブンレイ H 」 

いきなり上級の攻撃呪文を放つ。 

ズドドドドドドドドドオンツ n : 

「コケケ- ッ！」 

光の爆発に コカト リスはまともに巻き込まれるが、さすがにこのイッパツだけでは"ばたん 
き ゅ〜"しそう もない。大型モンスター特有のタフさは充分に ありそう だ。 

「コケッコォ-ッ”こ 

コカ ト リスは ヘブン レイに 怒ったのか、 ひと 声いなないて大きく息を吸い込み始めた。 
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なにをする気なのかわからず、アルルは呆然と見つめる。そのあいだにも コカトリスは 息を 
吸い、どんどん胸を膨らませていく。 

そして . . 

|、一一/ N : 0 \ 」 

コカトリスは黄色くにごった息を吐いた。 

「う ■ — わ、 くっさ あ - っ”：」 

そのあまりの臭いに、アルルは思わず鼻をつまむ。 

だが、ただひたすらにクサィだけで、何か特別な効果があるようにはアルルは思えない。 

「なあ〜んだ、ただクサィだけじやない。胃が悪いんじやないの？」 

と勝ち誇ったようなセリフを吐いた瞬間、あるものが視界に入った。 

「40-っ n 力1くん卩こ 

それは、石像のようになってしまっているカーバンクルだった。完全にカチカチに固まり、 
もはや微動だにしない。 

^^化のブレスだったんだ！ 

アルルは心の中でそう看破した。いまコカトリスの吐いた黄色いブレスは、石化のガスだっ 
たのだ。 





110 


そのガスがアルルに効果を及ぼさなかったのは、もちろん"無覚のお守り"だった。視覚と 
聴覚と嗅覚に訴える攻撃を保護してくれるこのお守りのおかげで、アルルはカーバンクルと違 
って石化せずにすんだのである。 

「コケッコケ-ッ！」 

ナンでお前は石化しないんだとばかりに、コカトリスは翼をばたつかせながら地団駄を踏む。 
どうやら、この石化ブレスと鋭いクチバシ以外に、攻撃手段を持っていないようだ。 

「よお'^-^し . ！」 

アルルは気合いを入れ、作戦を変更。 

石化ブレスはお守りがあるから心配しなくていい。となるとコワィのはクチバシ。といって 
も単なる物理攻撃なので、当たらずにいればどうということはない。逆にいえば、それさえ注 
意していれば、じっくりと正面から戦ってもなんとかなるということ。 

というワケで、速攻から長期戦に変えることにしたのだ。 

「いっくぞぉ”：」 

ダッ！ 

アルルは、コカトリスめがけて猛然とダッシュした。 

「コケ-ッ”こ 

ベナアツ！ 







Ill 
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コカトリスも それにあわせて、翼をばたつかせながら突進する。 

バツシィ-ンツ”： 

闘技場の中央で、ふたりの闘気が激しく衝突した……。 
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七登場/ぞう A 魔王// 

——「超へ ff / ょ モン スタ—ばっかり だ あ」 

「まあ、まあ、まあ . 」 

コカト リスとの 闘いが終わって、アルルは肩で息をしていた。 

しかし、ダメージはほとんど受けていない。というか、ほぼ完全に無キズ。 

あの鋭いクチバシをよけながら魔法という^*にかなり疲れはしたが、無事に勝つことがで 
きたし、結果 オーライである。 

残る相手はあとひとり。 

最後のひとりを倒せば、白のオーブが手に入る の だ。あとはシエ ゾに 黒のオ ー ブを出させて、 
"ぶよぶよダンジョン"地下十階の扉を開ければオ ー ケ ー。 

アルルの心情としては、できればみんなでクリアしたいけれど、どうやらそういうワケには 
いかなそうだ。シエゾもルル^~も、"すっごい魔法のアイテム"を手に入れようとものすごい 
鼻息だし、アルルもそりゃぁアイテムは欲しい。それで一流の魔導師に近づけるのなら、なお 
さらである。 
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——どうせなら、"すっごい魔法のアィテム"が三個あればいいの.に。 

シエゾあたりが聞けば、またぞろ「相変わらず甘いヤツだ」とバカにするだろうが、それで 
もアルルはそう考えてしまう。 

戦闘だって、できれば避けたいのだ。戦わずにすむなら、それに越したことはない。まぁ、 
アトラクションでという状況ならばある程度はしかたないと思えるが、どうやら、クリアする 
ためにはサタンと戦うハメになりそうだ。知ってる相手と戦うのは、やっぱりアルルは気が進 
まない。 

以前、そんなアルルをシヱゾが叱咤したことがある。必要であれば知己と平気で戦えるよう 
な ドラィ さも ある 程度持たなければ、一流の魔導師な ど 夢の また 夢だ、と……。 

しかしルシファーは、それに対してこう反論した。 

『アルルくんのいいところは、底抜けなほどの優しさを持っていることだ。魔導師としての厳 
しい道のりを行くと決めたのなら、確かにシエゾくんのいうとおり、必要とあれば肉親や愛す 
る者と戦うくらいの覚悟はいるだろう。でも、まだそこで思い悩む必要はない。いずれその時 
は来る。といっても、そんな機会はそうそうないだろうがね』 

初めは「そんなもんかなぁ」とアルルは漠然と受けとめていたものだが、ここに来て、その 
ことが ズツシリと のしかか つてく る。 

確かに、ここは遊園地であって、本当の殺し合いをサタンとしなければならないというわけ 
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ではない。しかしそれでも、戦いはィヤだと考えてしまう。ポクはやっぱり魔導師に向いてな 
いのかなあ……？ 

「ぐ-—ぐ^—|_ 
r …… P :」 

不意に カー バンクルの声がし、アルルは我に返った。見ると、 コカ トリスのブレスに よる 石 
化の解けたカーバンクルが、催促す るよう に足元にまとわりついている。 

「なあに？力 ■ "—くん」 

「ぐつぐぐ ■ —1」 

「ええっ？お腹空いたのお？ナニもこんなところで空かなくても……」 

「ぐう！ I 

「早くしろ？っていわれても、そんな時間ないよ。もう次の相手が来そうだし」 

「ぐ丄 

「バトルが終わったら、大盛カレーラィスあげるから！ちよっとガマンして、ね？」 

などとやつていると、 

ズシン！ 
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突然、城全体が大きくゆれた。 

ズシン！ 

またゆれる。 

ズシン！ 

「な、なに？地震 P :」 

そぅいつた後で、すぐにそぅではないことを アルルは認識した。ここはもともと 宙に浮いて 
るんだ。地震なんて起きるわけがないよ。 

ズシン！ 

—— D やあ、このゆれは いつたい。 

ズシン！ 

r …… P :」 

ふと、アルルはこのゆれと地響きが大きくなつていることに気づいた。 

ズシン！ 

—— K 二かが近づいてる？ 

ズシン！ 

ズシン！ 
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やがて 地響きはさらに大きくな り、 

「激怒ぉ-っ〃こ 

バア-ンッ！ 

城の巨大な門が開け放たれ、コカトリスさえ子供に見えてしまいそうな超へビー級のモンス 
ターが姿を表した。 

大きなタィコ腹に、これまた大きなゾゥの頭を持つそのモンスターは……、 

「ぞ、ぞう大魔王 P :」 

「そうだゾゥ」 

ズシンズシンと闘技場に進み出でたぞう大魔王は、アルルを見下ろして大きくうなずいた。 
「ょくここまで来たゾゥ。誉めてやるゾゥ」 

「ありがとう」 

「実は、ここまでたどり着いたのはお前が初めてなんだゾゥ」 

「え？ そ，—なの？」 

「だいたいは まものに 倒されるか、 ょくてもコカト リスで終わりなんだゾゥ」 

「へぇ〜、そうなんだ」 

「だから、ずっと心配だったんだゾゥ。このまま出番なしでストーリーが終わるのかと思って 
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たところ だ ゾウ」 

「へ？ なんの コト？」 

「い、いや、こっちのハナシだゾウ」 

ぞう大魔王はコホンと咳払いをし、 

「とにかくオレはうれしいんだゾウ。この喜びをお1刖にも分けてやるゾウ」 

いうが早いか大魔王は大きく腕を振り上げ、 

「激怒パ-ンチ H 」 

「うわぁ！」 

ドッゴオン！ 

ぞう大魔王の先制パンチを、アルルはかろうじてかわした。目標を失ったパンチは、そのま 
まの勢いで闘技場の床をえぐる。 

「ちよ、ちよつとちよ つと！ 一 
「なんだゾゥ？」 

「それじゃ喜んでるんじゃなくて、怒ってるんじゃないか！オマケに喜びを分かち合うとか 
いっといて、パンチはない よ！」 

「しかし、それが"バトルキャッスル"のル ー ルなんだゾゥ。ここは闘いで語りム ロう 場所なん 
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だゾゥ」 

「なんだか、わかったようなわからないような……。まあいいや。考えてみれば、キミを倒せ 
ば クリア なんだ もんね！」 

アルルは身構える。 

しかしそこへ、 

「ぐ 一 ぐ，——」 

とカーバンクルの飯くれ攻撃。 

「ん もう！ ちよっと待ってよ力^ — くん。そんなヒマなんかないよ！ 1 T - 

「よそ見をするんじやないゾウ。激怒パ - ンチ M :」 

「ひや あっ！」 

ドッゴ オン！ 

二度目の激怒パンチをアルルはなんとか回避し、また床に大穴があいた。それを見るにつけ、 
アルルの背筋を寒いものが走る。 

——^んなにものすごいパンチ、二発も食らったらマジで死んじやうよ！ 

だが、大魔王の動きはそれほど速くないので、まだなんとかなっている。そしてアルルは、 

大魔王が体勢を整える前に呪文。 
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「ヘブン レィ！」 

ズドドドドドドォン ッ！ 

「はお-んっ丄 

聖なる爆発のダメージを食らい、ぞう大魔王は叫び声をあげた。しかしこれだけで"ばたん 
き ゆ〜" するほど ヤワ でもない。 

「わかったゾゥ。お前の得意技は魔法なんだゾゥ」 

「って、見れば わかると 思 うんだケド…… 」 

「ならば、お前の攻撃を効かない ようにしてやるゾゥ」 

と、大魔王は右手を高く掲げた。 

r はおぱお-$っ”こ 

シユオオオオオオオオオオ . ッ！ 

いななきと同時に虹色の光がバリアのようにぞう大魔王を包み込む。 

「げげげげげげげげげ…… n こ 

虹色の光の正体を看破して、アルルは驚愕。それは、魔法をすべて無効にするリバィアの呪 
文と同じ ものだったからで ある。 
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-どうしよう。これじや勝てないよ。 

理論的には、こうなってしまってはアルルの勝利はないにひとしい。魔法が効かないとなれ 
ば、持っている杖で物理^ * を仕掛けるしかないが、ぞう大魔王にとっては蚊に刺されたくら 
いのダメージしかなく、超持久戦になるのは必至。しかしぞう大魔王の体力よりも、アルルの 
持久力が尽きてしまうであろうことは明々白々である。アルルには、シエゾのように魔法の剣 
を持っているわけでもないし、剣術使いでもなければ、ルルーのような格闘術の使い手ではな 
いのだ。 

もっともリバィアとて万能ではなく、時間が経過すればいずれ効果は消える。大魔王にすれ 
ば再びリバィアをかければよいのだが、逆にアルルにすれば、その一瞬のスキをなんとかつい 
て大ダメージを与えて いくし か勝機はない。 

「ではいくゾゥ！」 

ぞう大魔王は、容赦なく攻撃体勢を整える。 

「いや、別に来なくてもいいんだケド……」 

といいながらも、アルルはどこから攻撃されてもすぐかわせるように神経を尖らせた。 

「激怒パ —— ンチ！」 

「おつと！」 
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ドッゴオン ッ！ 

「激怒キイ-ック！」 

「ひゃぁっ！」 

ズズゥゥンッ n 

「激怒頭突きぃ-っ！」 

「わわわわわ . ！」 

ズドドオンッ！ 

大魔王の連続攻撃を、アルルは必死で回避。疲れているヮリにはよく動けるな、とアルルは 
我ながらに感心する。 

その代わり、大魔王の重い一撃によって、哀れにも闘技場はもはや穴だらけだ。 

「うぬぬぬぬぬ . .チョコマカするんじゃないゾゥ！」 

なかなか攻撃が当たらないのでイライラし始めた大魔王が吼える。 

「つたつて、こつちも当たるワケにはいかないよ！」 

とアルル。 

もちろんアルルにとってみれば至極当然のことである。ぞう大魔王の体重が思いきり乗った 
パンチやキックを食らつたら、 ワリと 簡単にあの世行き確定というカンジなのだ。 

「むむむむむむむ . n : 怒ったゾゥ . .」 
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怒り心頭に達した大魔王は、力をため、 

「大激怒ぉっ H 」 

ズドドドドドドドドドドドドド . ”： 

渾身のパワ^ " でアルルめがけてタックル！ 

といってもそれほどのスピードではないので、アルルでもなんとか回避で きる はず…： 
たのだが！ 

「ぐ ■ —ぐぐ ■ — H 」 

カーバンクルの飯くれ^ T がいきなり始まった。 

「わあつ！ナニもこんなときに . .ちょつと待ってつてば！」 

慌ててアルルはカーバンクルをひっつかんでバッグに放りこむ。 

しかしそのおかげで、大激怒 タックルを 回避する タィミングを 完全に逸してしまった。 

ズドドドドドドドドドドドド . ”： 

「ぱぉ——んっ”こ 

ドツゴオオオオオオンツ n : 

「わああっ！」 


だ 
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タックルをまともに食らい、アルルは大ダメージを受けて吹き飛ばされた。 

その拍子に、カーバンクルを始めとしたバッグの中身があたりに飛び散ってしまう。 

「あああっ”こ 

そこでアルルが考えたのは、タックルで受けたダメージの痛さでも、このままでは負けてし 
まう という ことでもなく、 

-カーくんにアイテムが食べられちやう n 

であった。 

極度に食い意地のはったカーバンクルは、空腹が限界に達すると、落ちているアイテムを片 
っ端からどんどん食べてしまうのだ。それが食べられるものかそうでないかは関係ない。指輪 
であろうがお守りであろうが魔導書であろうが、モリモリと口に入れてしまう。ビン詰めの食 
ベ物でも、ビンごとバリバリだ。そのおかげでアルルは何度か重要なアイテムをカーバンクル 
に食べられてしまい、 ヒドイ めにあつている。 

しかも"脱出口の巻物"や"リフレッシュの薬"など、ピンチのときに役立つアイテムを常 
に携帯しているので、それを食べられてしまうのはかなりイタイ。特に、いまのような大ピン 
チのときは。 

「ぐつぐ-」 

「カーくん、やめて： T こ 
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アルルの願いも虚しく、カーバンクルは床にプチまけられたアイテム目指して一直線。 
「そんなことより、_分のことを心配したほうがいいゾウ」 

ズシインッ！ 

威圧感もたっぷりに、ぞう大魔王がアルルの眼前に立った。 

「オレの一撃に、お前はもう耐えられないとみたゾウ」 

「ううっ . 」 

大魔王のいうとおり、アルルはもはや瀕死に近かった。タックルをまともに受けたおかげで 
身体中の骨がきしんでズキズキ傷む。そのおかげでカーバンクルを無理にでも制止することが 
できなかったのだ。 

「これで終わりにさせてもらうゾウ」 

いいながら、ぞう大魔王は丸太のような腕を大きく振り上げた。よくみると、魔法障壁はい 
つの間にか消え去っている。それに気づいていないのか、それともあと一撃だから必要ないと 
思ったのか、大魔王が再び障壁を張る様子はない。 

だが、それが結果として、大魔王をカメに負けたウサギと同じ i にしてしまった。 

「ぐ一!」 

カーバンクルは落ちたアイテムのひとつを拾い、 
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ぱくっ。 

と口に放りこんだ。 

アルルにとって幸運なことに、それはカレーライスであり、さらにそれはタダのカレーライ 
スではなかった。 

-^れは . 

それがどんなカレ ーライス かを瞬時に さとった アルルは、 

「 A つつ . ！」 

最後の力を振り絞って立ちあがった。そして、なぜか眼を丸くして苦しんでいるカーバンク 
ルのもとに走り、その身体を引っつかんでぞぅ大魔王のほぅに向ける。 

_ .!■ -- !!!!!- 

ひたすらもがき苦しんでいる カー バンクルが食べたのは、"激辛 カレーライス" だったのだ0 
これを食べた カー バンクルが、驚きの あまり どんな行動を起こすのかが分っていたので、アル 
ルは力を振り絞って走ったのである。 

「はああああああつ . ”：| 

そしてアルル_身も、すかさず呪文の準備。 

「いったいなにをする気なんだゾゥ？一 
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と大魔王がいぶかしんだ瞬間！ 

「ぐつぐ-一 

ビイ - ^”： 

カーバンクルの額の宝石から、大魔王めがけて怪光線を発射。同時にアルルも呪文を唱える。 
「ホ'—リーレ ■ —ザ'— n 」 

シユビイイイイイイイイイイイッ n 

アルルの手から発した聖なる光が一条の矢となって大魔王に追い討ちをかける。 

ガドドドドドドドドドオンッ n 
r はおぱおぱお —— んっ！ 」 

さしものぞう大魔王も、アルルとカ ー バンクルの" W レーザ ー" の前にはなすすベもなく、 
あつさりと" ばたん きゆ〜"。 

「か、勝った……」 

と勝利の余韻にひたるのもそこそこに、アルルは散らばったアイテムの回収を即座に始めた。 
これ以上力^~~バンクルがアイテムを食べてしまわないようにである。もうとにかく、ハテパテの 
はずなのだが、こういうときのアルルはやたらと素早い。 
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「おろ？」 

ひととおり 回収が終わっ たと ころで、アルルはさっきまで倒れ伏していたぞう大魔王の巨体 
がいつのまにかなくなつていることに気がついた。 

その代わりに、真っ白なォーブが転がっている。 

「やった！ ついに最後のォーブを手に入れた ぞ！」 

と喜び勇んで白のォーブを拾い上げょうとした瞬間、 

ひゅっ！ 

風切り音とともに何かが飛来し、乾いた音を立ててォーブの前に突き刺さった。 

「わ ぁっ！」 

あまりに突然のことにビックリし、アルルはその場でしりもちをついてしまう。 

「な、なに……!?:」 

それは、血のょうに真っ赤なバラであった……。 











は 1 5 は 1 5 コース ） 

“涙0究極女王乱舞" 








ー ゲット/最後の才—ブ 

——「アルル、 あ^たってコ U …… J 

目的地に到着した瞬間、ルルーはいきなり異様な光景を見ることになった。 

「ホラ！さつさと オネンネしちやい なさい！」 

ビシッ！ 

「ラクになつちやいなさい よ！」 

バシッ！ 

女王様気取りでサキユバスが ムチを 振るってい る。 しかし 心なし か、疲れて いるようだ。 
サキユバスが鞭打って いる 相手は、 なんと アルルであった。アルルはサキユバスに反撃する 
ことはなく、まるで 何かを 守るようにじつとうずくまり、 ひたすら耐えて いる。 

完全に無抵抗であるため、アルルはもはやボロボロだ。 

サキユバスの傍らにはィンキユバスがいるが、彼は何もせずにただひたすらスカしたポーズ 
を取つている。いささか困惑しているふうにも見えるが。 
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この光景を眼にした瞬間、ルルーの血が一気に沸騰した。そして頭から湯気を立ち上らせな 
がらインキユバスに歩み寄り、襟首をひっつかんでムリヤリ自分のほうを向かせる。 

「ちよつ と あなた！いつたいどういうつ もり C ： こ 

「才 ■ —ゥ、マイ•ハニ' " 。それはど^ " いうことですか^— ?」 

インキユバスは、相変わらずキザなものいいをする。それがますますルル^ —をイラつかせた。 
「あなたアルルがこんなになってるのを見てなんとも思わないの P : 男だったらサキユバスを 
止めなさい！ いますぐ に！」 

「オーゥ、残今心ながらそれはできないので一す」 

「ど一して??:」 

「私は現在、アルルくんのエネミー。彼女が白のオーブを持っているとなれば、助けたくても 
助けられないので一す」 

-^^>つ ! 

ルルーは得心した。 

アルルがカメのようにうずくまっているのは、白のオーブを守るためだったのだ。敵がふた 
りだから、へ夕に動くとどちらかに奪われてしまうと考え、そのような作戦に出たのだろう。 
この"バトルキャッスル"をクリアするのでかなり疲れたんだろうし。 
r だつたらこつちを手伝いなさい よ！」 



134 


ムチをふるいながら、サキユバスが吼えた。 

「アタシの味方だつていうなら、白のオーブを奪うようにちよっとは努力したらどうなの？」 
「実は、それもお断りなので一す」 

「な一んでよ1?こ 

「キミが私の提案を無視して攻撃を始めたからなので一す。アルルくんが相手なら、平和的解 
決が得られたはずなので一す」 

「ナニが平和的解決よ！だからアンタみたいななよなよしたキザったらしい男と組むのはィ 
ャだったのよ！」 

「それはこっちも同じなので一す！キミのような単純で直情的な寨力女と組むのはお断りだ 
ったので^す！」 

「なぁんですってぇ!?:」 

サキユバスはムチをふる手を止め、ツカツカとィンキユバスの前に歩み寄った。そして口角 
泡を飛ばしての大ゲンカが始まる。 

「だいたいアンタは……！」 

「いやいやキミこそ . n 」 

-チャンス！ 
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この絶好のスキを逃さず、ルルーはすかさずアルルのもとに走った。 

「アルル！大丈夫!?:アルル n 」 

「え . ? あ？ ルル、. . !?:」 

ルルーが声をかけると、まさにカメが甲羅から顔を出すように、アルルが顔を上げる。 

「ど、どうしてこんなところに . ？」 

アルルが不思議がるのも無理はない。ここは"バトルキャッスル"なのだ。アルルは、ぞう 
大魔王を倒して白のオーブを拾おうとした瞬間に、ィンキユバス&サキユバスに襲われたので 
ぁる。 

「ルシファー先生に連れてきてもらったのよ。飛行の魔法で。やっぱり来て正解だったわ」 

「ど一して？」 

「シエゾが、もしかしたらアルルもィンキユバスたちに襲われるかもしれないっていうのよ。 
それで慌てて攻略本をもう一冊買って、ここに来たってワケ。おわかり？」 

「ありがとう . 。ほら、白のオーブは大丈夫だよ . 」 

アルルは弱々しくいいながら、白のオーブをルルーに差し出した。 

「これで、みんなでダンジョンに行けるよ。そこから先が本当の競争だね……」 

「……卩：」 

ボロボロの身体でニッコリと微笑むアルルの愚かなほどの純真さに、ルルーは心を打たれた。 
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アルルの頭脳には、「出し抜く」とか「抜け駆けする」とか「裏切られる」というような概念 
はこれっぽっちも入力されていない。 

「アルル、もういいから横になってなさい。アィツらはあたくしがやる わ！」 

いいながら、ルルーはすっくと立ちあがった。 

「で、でも、相手はふたりだよ……？あのふたりが組むとすっごく強いんだ。だからせめて 
ミノタウロスが来るまで待ったほうが . 」 

「ミノはダメなのよ。重過ぎて。ルシファー先生の魔法でもここまで運べないの。まぁ見てな 
さい……」 

ルルーは拳をぎゅっと握り、気合いを集中させる。 

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ . っ n こ 

これまでに起こった、ィヤなこと、悲しいこと、頭にきたことをすべてエネルギーに変え、 
挙に 集 • 口 させる。そして、アルルがボロゾ-—キンのようにされたことに対する憤りをそこに上 
乗せ。 

「だからアンタは…… ！」 

「いやいやキミも . n こ 

サキユバスとィンキユバスの口論はまだ続いていた。ルルーはそこに向かって一歩ほど前に 
踏み出し、 
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「はぁつ n 」 

ブゥン ッ！ 

気合い一閃、ルルーは幾人にも分身し、サキユバス&ィンキユバスを取り囲む。 

そして、 

「女王乱舞 n 」 

ズドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド . n 

分身たちがいつせいにパンチキックの嵐を 繰り出す！ 

「し、しまつたぁつリ•」 

「才，-ノォ丨つ n :」 

ふたりは女王乱舞を まともに 食らつた。 

「ばたんきゅ〜……」 

サキユバスはかなり疲労していたせいか、あつさりとその場にくずおれる。 

だがィンキユバスは、かなりフラフラではあるがまだ立つていた。 

「なかなかやるので^す！そして、サキユバスを倒してくれてサンキユーベリーマッチなの 
で一す」 

「どぅいたしまして」 
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「でも キミと アルルくんを倒して、オ ー ブを手に入れなければ なり ませ一ん。美しいハニ ー た 
ちと 戦ぅのは心苦しいのですが、これも仕事なので一す」 

「じゃあ、 どこからでもかかつてらつ しゃい！」 

ルルーはファイティングポーズを取った。それに応じてインキユバスも懐から大輪のバラを 
取り出す。 

「マイハニ^ " !これをくらいなさ'—い！」 

シユッ！ 

いぅが早いか、インキユバスは鋭い茎のバラをルル！めがけて放った。 

だが、 

「とおつ！」 

シュバッ！ 

突然、何者かが割りこみ、宙を疾るバラを真っ二つにした。それにょって勢いを殺されてし 
まつたバラは、花びらを散らしながらはらはらとその場に落ちる。 

「キサマの相手はこのオレだ……」 

チヤキ ッ！ 

と剣の切っ先をインキユバスに向けたのは、シエゾであった。 
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「シエゾ r? : あなた、どうしてここに？」 

『いやぁ、連れて行けとシツコイんでね』 

ルルーの問いに、ルシファーが応える。見ると、飛行の魔法で宙に浮いているルシファーの 
姿がそこにあった。 

「さぁ、黒のオーブと-お守りはあとでどうにでもなるが、ついでに返してもらおう」 

「うぐぐ . 」 

今度は、インキュバスのほうが多勢に無勢の不利さを体験することになつた。 

「しかたありませ一ん。男を相手にするのはお断りなので一す」 

と、インキュバスは懐から黒のオーブと，，無覚のお守り"をシエゾに投げる。 

そしてインキュバスは くるりと 背を向けたかと思うと、いきなり猛然とダッシュ！そして 
シエゾたちがそう簡単には追いつけないほど遠く離れたところで、"脱出口の巻物"を使った 
のか出し抜けに消え去った。 

「ちっ、逃げられたか……」 

吐き捨てるようにシエゾはいった。 

インキュバスは、精一杯の虚勢をはってカッコつけていたが、ようするに尻尾を巻いてさっ 
さと 逃げたのであつた……。 
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二そして〃ぶよぶよダンジョ、\"最深部へ 

——「あ rc くし U シエゾと(3:違うわよ/」 

「ちよつと、 ミノ！ ぼお^つとしてないで手伝いなさい よ！」 

「あ……は、はい」 

ルルーに叱咤され、ミノタウロスは慌てて駆け寄る。 

「才1ブを半分持ってちようだい。 ひとり じゃ六つを同時に fl けるなんてできないわ」 

「ぶも」 

三つのオーブをミノタウロスに手渡し、ルルーは残りの三つを両手に持って高く掲げる。ミ 
ノタウロスもそれにあわせ、自分の胸のあたりでオーブを持った。ちょうどそれくらいが、ル 
ルーの掲げたオーブと同じ高さになるのだ。 

「こんなカンジでいいのかしら……？」 

いぶかりながらも、ルルーはその体勢でしばらくじっとする。 

するとやがて . 、 
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カアツ . . 

赤、青、黄、黒、緑、白と、六つのォーブがそれぞれまばゆい光を発し、やがてフロア全体 
に広がった。 

「…… n :」 

あまりのまぶしさに、ルルーは思わず眼を細める。すでにまわりは真っ白になっており、何 
も見ぇない。 

バタン！ 

不意に、何か扉の開くような音がした。それと同時に光が急速に弱くなっていく。 

ようやく視力を取り戻し、ルルーは眼の前を見た。 

一扉は開いていた。 

「やりましたね、ルル 彳様！ 」 

「さつさと行くわよ、ミノ」 

喜ぶ ミノ タウロスに返事もせず、淡々とルルーは扉をくぐる。 

「ルルー様、そんなに慌てなくても"すっごい魔法のアィテム"は逃げませんよ。アルルたち 
も当分は追ってこないでしょうし」 
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ルルーは応えず、黙々と進む。 

ミノ タウロスのセリフはまったく勘違いをしているので、応える気がないというのもある。 
しかしルルーは、 とにかく 先に急ぎたかった。 

それは、"すっごい魔法のアイテム"をひとりじめしたいがためではない。できればそれに 
越した ことは ないが、完全に二の次である。 

しかも単にアイテムを独占したいだけなのなら、 ミノ タウロスのいうとおりに慌てる必要は 
まったくないのだ。アルルもシエゾも、対策本部で寝ているのだから。 

アルルはもちろん、"バトルキャッスル"での疲労と、サキユバスのムチによるダメージが 
残っているためである。 

そしてシエゾは、占兀治していない身体に鞭打って"バトルキャッスル"までやってきたため、 
一部の傷口が開いてしまったのだ。おかげで、シヱゾ自身は「もう大丈夫だ」といいはるが、 

ルシファーのドクターストップがかかって強制的に寝かされるハメになってしまったのだった。 

——の才1ブを隠し持ってまで、あたくしたちを出し抜こうとした報いよ。 

そう吐き捨てて、ルルーは対策本部を出たのであった。そんなルルーの背中に、シエゾはひ 
たすら「出し抜けは許さん」 と 自分の ことを 棚に上げて訴えていたが、もちろんルル^ —はそん 
なもの無視だ。 

それに、"ぷよぷよダンジョン7にやってきたのは"すっごい魔法のアイテム"が欲しいか 
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らではないのだ。確かに欲しいには欲しいが、もっと優先度の高い理由がある。 

それは、 

-一刻も早くサタン様の無事を確かめたい！ 

であった。 

実のところ、" わくわく ぷよぷよランド"にやつてきてからというもの、ここの園長として 
いる ことが わかっていながら、サタンと一度も 顔を合わせていない。それはルルーだけに限ら 
ず、アルルもシエゾも同じことではあるのだが。 

最初にサタンの姿を見たのは、"ぷよぷよダンジョン"地下三階だ。四階への階段のところ 
で、サタンは口から血を流して倒れたのだった。あれにはさすがのルル ー も心臓が口から飛び 
出るほどビックリした。だが今にして思うと、あのサタンは本物ではなく、人形か幻影である 
可能性は充分にある。 

次に サタンを見たのは、この地下十階だ。ィベントの最終ポィントとしてサタンと戦えとい 
うのでアルルたちとともに戦ったら、なんと負けたサタ.ンは塵と なって 消えてしまった。この 
とき もルルーはショック死しそうなほどに驚いた。あとで幻影と わかり、 安心したが。 

あとは、 クぷよぷよダンジョン"のわくわくコ^ —ス- ^地下三階まで - を クリアしたとき 

に、スピーカー越しに声を聞いたくらいだ。しかも、その当時はサタンである ことを 知らなか 
ったのだ。 
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さらにマスク•ド•サタンと会話をしたが、それはルルーにとつては、 

^^んな変態コスプレ仮面なんかどうでもいい！ 

ことであつた。 

とにもかくにも、遊園地に来てからそれなりの日数は経ったが、ルルーは一度も"義の" 
サタンと 会い、言葉を交わしていない。これでは、.眼の前に肉があるのに食べることができな 
い イヌとあまり 変わらない。ストレスが たまる 一方である。 

しかも、ルル彳にとっては脳ミソが爆発しそうなビックリ事件の連続である。一刻も早くサ 
タンに出会って無事を確認したいと考えても、それは無理からぬことだ。 

だが、ルルーは同時に怖くもあった。 

これまでに何度も遭遇してきた恐ろしい事件が、また起こるのではないかと勘繰ってしまう 
のである。また同じコトが起きたら、今度こそあたくしはきつとシヨック死しちやうわ . . 

それを考えると、先を急ぐ脚が思わず鈍ってしまう。 

もしかしたらサタンはもういないのかも . などという妙な考えも浮かんできてしまう。夢 

なら早く覚めてほしいというカンジだ。 

また——これが現実だとして——サタンと戦わねばならないというのもルル彳は気が進まな 
いし、怖い。 

確かにルルーは、サタンに会いたい一心でダンジョンの最深部に向かっている。しかしそれ 
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はあくまでも隠された奎日であって、タテマエ上はアトラクションをクリアして"すっごい魔 
法のアィテム"を手に入れることだ。 

もつとも、そのタテマエはもともと当初の目的であり、本のひとつではあるのだが。 

それとてサタンと結ばれたいがゆえのことである。"すっごい魔法のアィテム"を使ってサ 
タンに認められるょうな魔導師にルルーも転身し、いずれはサタンの妃に迎え入れて欲しいと 
いう乙女の夢だ。 

とかくルルーの頭の中には"魔界の貴公子"サタンしかいない。かつて吸血伯爵に囚われて 
いたところを助け出してもらつたときから . 。 

いわばサタンはルルーの命の恩人でもある。そんな彼を相手に戦うというのは、たとえ遊び 
であったとしてもィヤだ。 

だが、いざ戦うとなったらサタンは全力でかかってくるだろう。となるとルルーも全力で相 
手をしなければ自分の身が危ない。それは、サタンがルル ーのこと を嫌いだからではない—— 
とルルーは思いたい。きつと、あたくしだけ特別扱いするわけにはいかない という 公正さから 
全力で戦うのょ。 

事実、たとえアルルがサタンの前に立ったとしても、彼は全力で戦うだろう。アルルは、サ 
タンが妃にと目している人物にもかかわらずだ。 

「ルル^康、どうしました？」 



147 はらはらコース、、涙の究極女王乱舞〃 


ミノタウロスの野太い声で、ルルーは我に返った。見ると、いつのまにか下り階段の前に到 
着している。 

-とにかく、へ夕なことを考えるのはやめよう！ 

ルルーは心の中でそう決意した。とにもかくにも、まずはサタンの姿をひとめでもいいから 
拝む こと。 戦うだのアィテム云々だのというハナシは、それからだ。 

「ょし……丄 

ルルーは気合いを入れ、 

「行くわよ、 ミノ タウロス」 

「ぶも」 

地下十一階への階段をゆっくりと降り始めた……。 
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三 IJ ら IJ らコ I ス 

——「いまはとにかく 前進 あるのみ/」 

ルルーは、とにかく先を急いだ。"進入口の巻物"を使って、 さっさと 次のフロアへと移動 
していく。最深部までどれだけあるかわからないので、ショップで巻物を大量に買い込んでお 
いたのである。 

おかげで、体力の温存には充分な効果があった。時折、フロアに降り立った瞬間にリッチー 
プア ーと 遭遇してビックリする こと もあったが、天舞脚の一撃で終わりだ。 

しかし、 このよぅな 進み方だと、アィテムがほとんど手に入らない。 もっ とも、食べ物や回 
復薬など本当に必要なものはすでに買ってあるので、問題になるといぅことはないが。 

士一階、 

士二階、 

十四階。 

ルルーはとにかく先を急いだ。 

十五階、 
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十六階、 

十七階。 

この辺りで、ルルーは妙なことに気がついた。 

部屋を結ぶ通路がないのである。その代わりにヮープゾーンがあり、これを使って部屋を行 
き来する構造になって いるよう だ。 

ならばとルルーは、巻物を使うのをやめ、ワープゾーンを順番に渡って階段の部屋を探す作 
戦に切り替えた。万一、地下百階くらいまでダンジョンが続いていることを考えての、巻物の 
温存のためだ。 

そして十八階。 

ここまで来たところで、ルルーは階段を見つけては下るという単純な作業にやや飽き始めた0 
永遠にこのまま終わらないのではないかという気にもなってくる。 

人間、いったんマィナスの考えに陥るとしばらくは止まらないもので、最終的には、 

—— K は、サタン様はあたくしのコトが大嫌いだったらどうしよう……？ 

というところまで落ちた。 

しかし ミノ タウロスの励ましもあつてなんとか持ちなおし、前^——というか下降を続ける0 
ようやく十九階0 

次は二十階である。キリがいいので、次で終わりかもしれない。 
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それを考えると、やや疲弊したルル ー の気力も回復してくる。ょぅやくサタン様にお会いで 
きるんだわ . . 

「よお〜し . ”：」 


パン パン！ 

まお 卜』た 

下り階段の前で頰を叩き、ルルーはさらに気合を入れなおす。たとえどんなことが起きよぅ 
とも、冷静に対処できるよぅに、心の準備をするためだ。 

そしてルルーと ミノ タウロスは階段を降りた。 

しかしそこで、ルル彳は奇妙なことを耳にし、愕然とした……。 
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四またまた ti かさんの独り言 

-「これ ( J いつ rc いど、っい、っコト/?」 

『なんだとお P 

オーブを奪われてしまっただと??: 

いったい何をしてきたのだお前たちは！ 

オレは、お前たちにそんなことをさせるために雇ったのではないぞ！アルルたちからオー 
ブを奪うためではないか！逆に盗られてど一する 
ナニ？インキユバスのせいだ？ 

インキユバスが戦わずに黒の才彳ブを渡してしまったのが悪い？ 

そうなのか？インキユバス。もしそれが$なのだとしたら、ボーナスはおろか_も全 
額カットだ！ 

うむ、いいたいことがあるならいつてみろ。インキユバスよ。 

ナニ？サキユバスのせいだ？ 
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サキユバスが自分の提案を無視してアルルに襲いかかったから悪いというのか？ 

ふむふむ、お1刖ならアルルを口説いて白のオーブを難なく奪えたというのだな。 

なんだと!?: 

オマケにサキユバスは無抵抗なアルルを完膚なきまで叩きのめしたというのか!?: 

本当なのか？サキユバスょ 

オレも仕事に私情をはさみたくはないが、もしそれが本当ならば、ちょつと一考せねばなら 
んな。 

まぁとにかく、お前たちの報酬はなしだ！これは確定つ M : 

ええいうるさい文句をいうな！ 

お前たちは任務に失敗したのだ！それでなんでカネを払わねばならんのだ！ 

約束が違ぅ？ 

やかましい n 

これ以上ぐだぐだいうと、消し炭にするぞ！ 

チャンスを くれだと！もう 遅い わ！ 

もうすぐヤツらがここにやつてくる。もし全員でやつてきたら、お前たちとオレでも負ける 
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可能性がある。連中がたまにとてつもない力を発揮してくるからな。特にアルルやルルーは。 
そうなったらクリアされてしまうんだぞ！ 

クリアされたら"すっごい魔法のアィテム"とやらを渡さねばならん。お前たちのどちらか、 
持ってるか？"すっごい魔法のアィテム"を！ 

持ってないだろう？オレだって持ってないのだ。 

いまからそれを探してこれるか？だったら報酬は三倍出してやる。 

. こ一しているあいだにもヤツらは来るんだ！ 

ど一 しょう。 

ってオレがどきどきはらはらしてどうするんだヮ："はらはらコース"ではらはらするのは 
客じゃない か！ 

^-^でもどうしょう . 』 
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五涙の究極女王乱舞 

—「それ r も あたくし は、サタン様の ことが . 」 

「サタン様 n :」 

ついに堪えきれなくなって、ルルーはサタンたちの前に飛び出した。 

『わぁっ n る、ルル jp :』 

まったく予期していなかった闖入者に、サタンは飛びあがって驚く。 

そこは、巨大な ホー ルであった。 

扉 も 通路 も 部屋 もなく、ただひたすらに 広い。 もちろん 上下の階段 もない。つまり、ここが 
終着点なのだ。 

ホールには、それだけの広さにかかわらず、サタンとィンキユバス、そしてサキユバスしか 
いなかった。それでも圧迫されるょぅな窮屈さを覚えるのは、無数に設置された巨大ドラゴン 
の像のせいである。 

普通の ドラゴンょりも はるかに大きく、凶悪な面構えをしている悪魔竜の像は、みないっせ 
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いにルル彳を睨みつけている。 

「サタン様！いったいどぅいぅことですの P :」 

一瞬だけ像の威圧感に圧倒されるが、すぐに持ちなおし、ルルーは問い詰めた。 

『な、なんのコトだ？』 

「おとぼけにならないで！さっきのお話、聞かせていただきましたわ。"すっごい魔法のア 
ィテム"がないとか . 」 

『そそそそそそそ、そおんなコトはないぞお。オレと戦って勝てば、"すっごい魔法のアィテ 
ム"はルルーのものだ！』 

「ゥソですわ」 

『なぜゥソだとわかるのだ？』 

「ルルーは知っています。サタン様は、実はゥソのつけない正直なお方だって。サタン様がい 
つも何かをごまかすときはミ ml に慌てて、あの"変態コスプレ仮面"マスク•ド•サタンみ 
たいな口調になるんですわ」 

『誰が変態コスプレ仮面だって P :』 

「え？.いやですわ、サタン様。マスク•ド•サタンみたいに」 

『いやその……つまりだな！』 
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バサ アツ！ 

サタンはマントをひるがえし、不意に胸を張ってルル . を見下ろす。 

『すべてはオ レと 戦い、勝ってからだ！』 

ついにサタンは開き直つた。 

『そうすれば"すっ ごい 魔法の アィテム"のことだろう がなん だろう が、すべて話して やろう 
じ ゃないか逆にオレを倒せなければ、すべての真実は闇の中 だ！』 

「わかりました」 

ここにきて、ルルーもついに意を決した。 

考えてみれば、サタンは仮にも魔界の 貴公子。 そうそう簡単に死ぬはずがないし、人間と同 
じ死がサタンにももたら されるとは 限らない。よしんばそうなつたとしても、サタンの こと だ 
から、すぐに復活で きる 術を持っているのだろう。最悪の場合でも、超一流の魔導師で ある ル 
シフアーになんとかしてもらえばいい。 

地下二十階のここまでの道中で、ルルーはすでにそう結論を出していた。それでも可能な限 
り戦いは避けたかったが、相手がやる気ならしかたがない。 

「ミノ、行くわよ！」 

「ぶ^-0 .-. 」 
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ルル ー がフ アイ テイングポ ー ズを取ると、 ミノ タウロスも自慢の斧を構える。そんな ミノ タ 
ウロスの服の中を、何かがモゾモゾ動いたが、ルルーも ミノ タウロスも気づかなかった。 

『ではこちらも行くぞ！インキユバス！サキユバス！見事ルルーに勝ったら特別ボーナ 
スだ！』 

「りょ一 かい ！」 

「しかたが ありませ一 ん」 

サタンの叩にしたがい、ふたりはバラとムチをそれぞれ構える。 

「そんな、三人がかりなんてちょっとズルイです わ！」 

予想してはいたが、ルルーは思わず異護を唱えた。 

『何がズルイのだ？そちらもふたりがかりではないか！それとも、真実を知らずともよい 
のか？』 

「わかりましたわ。全力で行かせていただきます！」 

『来い！オレもルルーだからといって容赦はせんぞ！』 

そしてバトルは 始まり、 人数の差は イキナリ 出た。 

『カイザ-^ンヤッジメント n 』 

ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……! 
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サタンが呪文を唱えると、ルル ー の周囲の床から、魔法文字の彫られた巨大石版がいくつも 
出現した。それらは一気に肉迫し、ルルーを押しつぶす！ 

「きや ぁつ！」 

「愛のムチ よつ！」 

ビシイツ！ 

「は〜 ぃ、ハニ ！★」 

ゴオオオオオオオオオ对 . ゞ ！ 

ダメージを受けてひるんでいるルルーに、サキユバスのムチ、インキユバスのバラの花びら 
が間髪いれずに襲いかかる。 

「ルル1様！」 

「だ、大丈夫。心, SB しないで。それよりもミノ、サキュバスたちがヘンな攻撃しかけてこない 
よぅにし つかり牽制して ちよぅ だい」 

「ぶも」 

インキュバス&サキユバスのコンビネ^ —ションの恐ろしさは、相手の性別に関係なく行動不 
能にさせて しまえる ところにある。そして装備をむりやり解除させ、手薄になつたところで一 
気にたたみかけるのだ。シエゾもそれでやられた。 
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ルルーには ミノタウロスという 心強い パ ー トナ - という か下僕がいるので、 そう 簡単に 

はコンボを決めさせずにいられる。片方を行動不能に させょうと しても、 もう 片方が^ 11 を仕 
掛ける ことが 可能だからだ。むしろ「いつでも襲いかかるぞ」と牽制させる ことに パー トナー 
がいる ことの 意味がぁる。もっとも、両方同時に行動不能にさせられてしまっては元も子もな 
いので、牽制する ほう も気が抜けない。 

「天舞脚 n こ 

シュバ ァッ！ 

お返しとばかりに、ルルーは回し蹴りを放った。その軌跡が聖なる光の刃となって、サタン、 
ィンキュバス、サキュバスに襲いかかる。 

『うぉっ！』 

「きゃぁつ！」 

「ノォ-ッ丄 

光 i の攻撃に弱い三人は、かなりのダ メージ を受けた。 

『うぬ……。腕を上げたな、ルルー』 

「お褒めくださって、光栄ですわ」 

『だが、今度の攻撃には耐えられるかな……!?:』 
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バサァッ！ 

サタンはコウモリのような大きな翼を広げ、手を一筒く掲げる。 
f * 1 の魔竜よ！バハム'^卜！ティアマット！ファフニールよ！其の契約に従いて敵を 
焼き尽くせ n :』 

キラ-ンツ！ 

サタンが呪文を唱えると、竜の像がいっせいに眼を輝かせた。 

そして、 

「キシヤァ-ッ”こ 

全ドラゴンがいっせいに吼えたかと思うと、 

ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア . ツ”： 

炎のブレス、吹雪のブレス、雷のブレスをルルーひとりにめがけて吐きつける！ 

「きやああああああつ H I 

さしものルルーも、強力な無数のブレスをいっせいに浴びたのだからたまらない。 

「ぐうつ . 丄 

瀕死に近い状態となって、ルルーはがっ くりと 膝をついた。 

「ルル1様 n :」 
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ミノタウロスが慌てて駆け寄り、そのまま倒れそうになるルルーをすんでのところで支える。 
それと同時に、 

「ぐ 一?」 

ぴよこつ。 

ミノタウロスの服の中から、何か黄色いものが飛び出した。 

「ぐつ ぐ，—— 」 

やがてそれは服の中から完全に這い出て、床に降り立つ。 

『か、カーくん★』 

それを見て、サタンが骨抜きになったような素っ頓狂な声を出すと、 

「ぐ——」 

ここですよ一といわんばかりに、黄色いふしぎなどうぶつ——カーバンクルは小さな手をぴ 
よこつと上げた。 

『あああつ！力^― くん、どうしてこんなとこに★』 

サタンはすつかりメロメロになり、カーバンクルを握り締めてほおずりをしたりキスをした 
りしている。 

雇い主の突然の変わりように、ィンキユバスもサキユバスも、巨大ドラゴンたちですらボー 
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ゼン自失。 

「ミノタウロス、あなたが連れて来たの？」 

「ししししししし、知らないつ ス！ ホントつ ス！」 

ルルーがジロリと睨むと、ミノタウロスは大慌てで牛の首を振った。どぅやらその言葉にウ 
ソはなく、いつのまにかカーバンクルの方がまぎれこんだらしい。 

『ああ あつ！カー バンクルちやん、会いたかった よ お★』 

サタンのメロメロ状態は、もはやとどまるところを知らない。 


そんなサタンの様に、ルルーは極めて複雑な思いに駆られた。 

確かに、サタンはヵーバンクルを溺愛している。そんなヵーバンクルが、いったい何を気に 
入ったのかアルルにくっついているからこそ、サタンはアルルを妃候補として見ているので 
ある。もっとも、それにふさわしい魔導師としての資質も彼女にはあるのだろうが。 

にしても、この骨抜き振りはどうだ。「ペットなど飼わん」といっていた父親が、いざ仔犬 
か小動物を飼い始めたとき以上のメロメロぶりだ。 

さっきまでの厳しい顔つきが、アィスクリームのょうに甘くとろけてしまっている。 
といって、ルルーはそんなサタンがキラィなわけではない。魔界の貴族としてキリツとして 
いるときが最もスキだが、こんな子供のょうな側面も親近感に近い愛情がわく。 
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——けど、戦つている ときく らいず つとあたくしのこと を見ていて欲しかつた。 

いつもアルルだカーバンクルだといつていてもいいから、せめてこの戦いのあいだだけはル 
ルーに集中して欲しかつたのだ。そうしてもらえると思い、ルルーはサタンとの最終決戦を決 
意したのである。 

しかし結果は、やはり「親の総取り」で終わり。まだ実際には戦いは終わっていないが、 
このスキにルルーが大技をキメてしまえば勝利だ。 


何故か、ルルーの頰をひとすじの暖かいものが流れた。それは喜びによるものか、哀しみに 

よる ものか、愛しさか、切なさか . 。 

「サタン様 . 」 

ルル^ —は、傷む身体をひきずりながらもサタンの背後に立った。 

「全力で勝負を決めさせていただきます……」 

『え . ？』 

ただならぬ気配を感じ、サタンは振り返るが、時すでに遅し。 

渾身の超必殺技をルルーは繰り出した。 

r 究極女王乱舞 n 」 








165 はらはらコース、'涙の究極女王乱舞〃 


『ぅわ ああああああああ . つ”” J 

せんこぅ 

ルル^の素早い動きが閃光となり、カーバンクルもろともサタンを飲みこんだ. 




六ダ、\ジョンの崩壌/? 

——「サタ/ 〆 攝 V っごい魔法のアィテム， U ……/?」 

『み、見事だ……。ルルー』 

しゅうしゅうとケムリを上げながら、サタンはいった。究極女王乱舞のすさまじい摩擦熱が、 
サタンを黒焦げにしたのだ。 

ちなみにカーバンクルは無キズ。彼はどんな攻撃に巻きこまれても、ケガを負うことはほと 
んどないのだ。現在はルルーの腕の中ですやすやと眠っている。 

「ではサタン様、真実をお話しくださいますか？」 

『いや……、まぁ、そうしたいのはヤマヤマなんだが……』 

「どうしたんですの？」 

『うん、まぁ……その、アレだ』 

「アレって？」 

『いや . 、アレっつ一か、ナニっつ一か . 』 

「いったいなんのことかルルーにはさっぱりわかりませんわ」 
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『うん、そ、そうだね . 』 

一もう！」 

サタンがあまりにしどろもどろなので、ルルーはついに業を煮やした。 

「はっきりなさってください、サタン 様！ ルル ー はそんなサタン様はスキではありません。 
怒りませんから、正直におっしゃってください」 

『お、怒らない？』 

「ええ、怒りませんとも」 

『ホント-に？』 

「あんまりハツキリしないと、怒るかもしれませんケドね」 

『しょうがない。実はな……』 

とサタンがしゃべりかけた 瞬間！ 

ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ …… n 
突如、大きな地震が発生し、ダンジョンを崩さんばかりにゆるがした……。 
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一究極の塔•出現/ 

——「や IJ り、ヤツの仕業か……」 

ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……=: 
震動は、"ぷよぷよダンジョン"はおろか遊園地全体を大きく揺るがした。 

そして発生したときと同じよぅに、ゆれは出し抜けに終わる。 

「ひやあ^^^^ . 」 

簡易ベッドの下から這い出ながら、アルルはいった。 
r スゴイ地震だったねえ」 


バタン ッ！ 

しかしシエゾは返答をせず、ゆれが収まると同時に対策本部を飛び出す。 

地震の最中、シヱゾは^な魔力の波動を感じていた。自分の波長によく似ていて、それで 
いて自分以上にどす黒く、静かで、空虚。 
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——^の感覚は、きっと生涯忘れない……！ 

そしていやな予感がし、シエゾは本部を飛び出したのだ。 

ィンキユバス&サキユバスにやられたケガは、アルルもシエゾもほぼ&兀全に治癒している。 
ルシファーが、ショップで売っている薬に手を加えて投与してくれたからだ。 

キズが完治したのは地震が起きるかなり以 a 刖だったが、ルルーが戻ってくるまで疲れた身体 
を 癒そうと、 シエゾは しばらく ベッドに横たわっていた。アルルは「ヵーバンクルがいない」 
と大騒ぎだったが。 

ルルーがダンジョンに向かったときには"すっごい魔法のアィテム"が奪われてしまうので 
はないかと心配していたのだが、時間が経つにつれ、それは薄れていった。ルルーは、悪くい 
えば単純ということであるが、信用に値する誠実さを持っている。「抜け駆けなんかしない」 
といって去ったのだから、彼女はきっとそれを守るだろう。それに、ルルーごときに"時空の 
水晶"をコントロールできるとは思えない、という読みもある。 

—— 〃時空の水晶 /7 o 

地震のときに感じた魔力の波動は、かつてとあるダンジョンで"時空の水晶"に触れたとき 
に感じたものとほぼ同じだった。つまり、この"わくわくぷょぷょランド"の中核を担ってい 
るはずの"時空の水晶"が、ついに何らかの行動を起こしたのだ。地震はそれの副産物にすぎ 
ない。 
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いったい"時空の水晶"がどのよぅな行動を起こしたのか？それを確かめるために、シエ 
ゾはとにかく表に出たのだった。 

外は とりとめ もなくざわついていた。地震の直後にありがちな、驚愕と安堵がないまぜに 
なったざわめきだ。いやあ、スゴかったなあいまの地震は。でもケガやなんかがなくてよかっ 
たよかった。 

客、従業員を問わず、大勢が表に出て口々に何やら話している。シエゾが"わくぶよラン 
ド"にやってきてから、初めて見る人数だ。恐らく、アトラクションの中にいる者も慌てて出 
てきたのだろう。「ハチの巣をつついた ように」 とか「クモの仔を散らす ように」というよう 
な表現が当てはまるほど大げさではないが、それなりの大騒ぎではある。 

しかしシエゾは、そんな騒ぎには眼もくれず、広場の、遊園地全体が見渡せるような位置に 
立った。そして何か変化がないかを観察する。 


やがて、それは見つかった。 

「おい！ なんだアレは!?こ 

シエゾとほぼ同時にそれを発見した誰かが、大きな声でいぅ。人々はその声に導かれてそれ 
を見、圧倒され、そしてざわめきが完全に驚愕の色に染まった。 
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シエゾはといえば、ただただ絶句するのみ。 

それは、天まで届くかと思われるほど高い塔であった。それが"わくぷよランド"の一角に 
根を下ろし、ジャックの豆の木よろしく雲を突きぬけて天を貫いている。 

『あれが、伝説の"アルティメットタワ ー" か……』 

いつのまにかルシファーがシエゾの背後に立っており、いった。 

「ルシファー、知っているのか!?こ 

シエゾが振り向くと、まごうことなきルシファーの傍らに、アルルもいる。 

『昔、古い文献で読んだことがある』 

とルシファ . —。 

『わかりやすく説明す ると、 こうだ。……ダンジョンを造ってヒトを誘い、その魔力を吸収す 
る"時空の水晶"は、これまでに蓄積した魔力に応じてダンジョンをさらに拡大する。その最 
終形態が、あの——，，究極の塔"アルティメットタワーというわけだ』 

「あんたのことだ、この一件が"時空の水晶"の仕業だってことは知ってたんだろう？」 
そうか、ルシファーが何かを隠していると感じたのは、このことだったのか。シエゾはそう 
合占 L た。 

『まあね。私も過去に一度、"時空の水晶"と邂逅している。初めてここに来たとき、水晶と 
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ほぼ同じ魔力の波動を感じた。そしてパンフレットで構造をしり、確信したのだ。……それに 
しても、どうしても不可解なことがひとつだけある』 

「なぜ、，，時空の水晶"は遊園地などという計画に乗ったのか……？」 

『そのとおり』 

「オレもそれがずっと気になっていたのだ。オレは、何種類ものダンジョンを形成することで、 
同時に大量の魔力を吸収しようとしているのだと考えたが……」 

『いや、ヤツはもう少し賢いようだ。恐らくは「同時に大量」ではなく「同時に少量ずつ」だ 
よ。でないと死人や病人が続出して大騒ぎになってしまう。それよりも、そうとはわからない 
ほど少しずつ魔力を貯めこんでいったほうが安全だ。時間はたっぷりある』 

「そうか。遊園地が営業している限り、ヤツはエサに困らない という ワケだな？」 

『うむ。毎日のように魔力が摂取できるわけだから、かつてのように迷宮に訪れた者から一度 
に大量の魔力を奪う必要もなくなったのだろう』 

「じやあさ、ルシファー先生」 

不意にアルルが口を挟んだ。 

「いまになって、あのおっきな塔が出てきたのはどうして？」 

『々時空の水晶"はたぶん、この"わくぶよランド"の実権をサタンから自分に移行させよう 
としているのかもしれない。今後、永久的に魔力が吸収し続けられるように』 





175 アルティメットタワー '、其はすべてを呑みこむもの也 ——'‘ 


「どういうコト？」 

『せっかく軌道に乗った、この究極のエサ場も、サタンが実権を握っている限りかなり危うい 
状態にある。ヤツが遊園地を閉鎖するといいだしたら終わりだからね。逆に"時空の水晶"自 
らが_を掌握すれば、お客さんがいる限り恒久的に持続させることが可能となる。"時空の 
水日 f B は、魔力を吸収している限りは死ぬことはないだろうから』 

「まさに永久機関だな」 

と シエゾ。 

『くそっ！ だからいきなり オ レの前から姿を消したのか！』 

突然、呪いの言葉がルシファ彳の背後で吐かれた。 

見るとそこには、サタン、ルルー、 ミノ タウロス、そしてィンキユバスとサキユバスがいた。 
"ぶよぶよダンジョン"の地下二十階から、ようやく地上に戻ってきたのだ。 

「ぐつ ぐ，- 」 

そして、サタンの腕の中からカーバンクルが飛び出し、アルルのもとに戻る。 

「カーくん！ドコに行ってたの!?:心配したんだから！」 

「ぐ^-」 

だいじよぶだいじよぶといわんばかりに、カーバンクルは小さな手をぴこぴこと動かした。 
「サタン様、もしかして"すっごい魔法のアィテム"は、その"時空の水晶"が持っているは 
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ずなんですの？」 

名残惜しそうに力^—バンクルを見つめるサタンに、ルル^ — が問う。 

「いや、"時空の水晶"そのものが"すっごい魔法のアィテム"だ」 

「シエゾ、知ってたの？」 

「長くなるから詳しい説明はしないが、まあそんなと ころ だ」 

『まつた く！』 

再び、サタンが悪態をつく。 

『そうならそうと先にいえばよかったのだ！でなければオレもあんなに苦労する必要はなか 
った！ヤツが消えたからアルルたちにクリアされちやならんとあくせくしてたオレがバカみ 
たいではないか！もう少しで、オレは詐欺師呼ばわりされるとこだったぞ！』 

『当たってるじやないか』 

とルシフアー。 

『ん2::ナニかいったか？』 

『いや、別に。まあとにかく、この騒ぎのもとは"時空の水日 I 0 であり、あの塔をクリアしな 
ければ、"すっごい魔法のアィテム"もナニもないということだ』 

『しっかし、ありや何階まであるんだ？てっぺんが見えないぞ』 

「何階まであろうと関係ない。オレは行くぜ！」 
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いうが早いか、シヱゾは塔に向かって歩き出した。 

「ポク も行く！」 

「あたくしだっ て！」 

綾いてアルルとルルーも塔に向かう。 

『しかし……』 

不意に、誰にも聞こえないような小さな声でルシファーがつぶやいた。 
『"すっごい魔法のアィテム"なるものが存在すれば、の話だけどね•…： 




ニアルティメットタワ—のすつごい- 6-^: 

—— 「確かにいまま r と U 段違いだわ」 

「なるほど、これは悪くない」 

「ね？だからいったでしよ」 

シエゾが感心すると、ルル^ —はえっへんと胸を張った。 

塔の中に入つたところで、ルルーはまず三人—— w 確にはカーバンクルとミノタウロスもい 
るが—ひとかたまりで行くことを提案。 

しばしの思案ののち、シヱゾはなんとそれを受け入れた。聞けば「戦力は多いほうがいいだ 
ろう」 という ことで ある。"時空の水晶" とやら は、そんなに強いの かしら？ 

ルル^—がまとまつて行くことを提案したのには、もちろんちやんとした理由がある。それは、 

進入口の巻物"作戦であった。 

いったい"アルティメットタワー"が何フロアあるかわからず、そのうえで外での見た目に 
も相当なフロア数があると予測。先の"ぶよぶよダンジョン"で残った巻物がかなりあるので、 
使つ てしまうことにし たのだ。 
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するとシエゾは、思いがけない冴えたやり方に、素直に感心したのだ。 

やがて一行は、順調に十階をクリアし、十一階に到着。 

「なるほど、これまでの総決算というワケね」 

フロアを見渡して、ルルーはいった。 

そこは、ゴツゴツとした岩肌の床や壁が広がっており、全体が火山の中のように蒸し暑い。 
"ファィヤーマウンテン"と同じ構造だった。 

「このバターンだと、さそりまんやドラコケンタウロスがザコキヤラで出てくるってのもあり 
そうね」 

ルルーはいう。 

「じゃあ、そろそろこれをあげたほうがいいかな？」 

とアルル。 

「はい、ルルー」 

アルルが手渡したのは、見たことのない指輪。 

「これは？」 

「いろいろ合成して る うちにできちゃったんだけど、"滅殺の指輪"といって、強力な追加攻 
撃をして くれるらし いんだ。ルルーにはそれが ィチ バンだと思って」 

「どれどれ……？」 
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ルル ー は指輪をはめるやいなや、ちようど近くに現れた赤ぷよに対して、 

「やぁっ！一 

とパンチを繰り出す。すると、 

ドドドドド . . 

まるでパンチの連打を食らったかのように赤ぷよは吹き飛び、あっさり"ばたんきゅ 〜 y/ o 
「へぇ〜、すごぃじゃなぃ」 

「んで、シエゾにはポクと同じこれ」 

アルルは、"滅殺の指輪"とはまた違うものをシエゾに差し出す。 

「これは"感動の指輪"といつて、相手を感動させたり、たまにアイテムやお金に変えちやつ 
たりするんだつて」 

「そんなものをオレが持っていてもしようがないだろう」 

シエゾは反論する。 

「そぉんなコトないよ。この指輪は魔法のダメージも少し上乗せしてくれるんだ。だから、ボ 
クとシエゾにはちようどいいというワケ」 

「なるほど。そういうことなら . 」 

得心してシエゾは指輪をはめた。 
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一行はさらに歩みを進める。 

果たしてルルーの予測どおり、二十一階からは"ウォータ—パラダイス"のステージとなり、 
さらに三十一階からは"スターライトステージ"のエリアとなる。 

このふたつは比較的階段が見つけやすいので、巻物の温存のためにも歩いて進んだ。 

「つてコトは、 四十一階からは" ホラーハウス"になるのかな？」 

「そぅね」 

アルルの問いに、ルルーがぅなずく。 

「んで、五十一階から"ワンダージャングル"と」 

「いや、それは違ぅぞルルー」 

とシエゾ。 

「あらどうして？」 

r ホラーハウス"や"ワンダージャングル"の VIP コースは、それぞれ十五階ずつあるの 
だ。恐らく、"ワンダージャングル"のエリアは五十六階からだ」 

「ということは . 」 

ルル彳はしばし指折り数え、 

「"アルテイメットタワ ー" は七十階で終わりつてこと？」 

「なんか中途半端だなぁ」 
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アルルがいう。 

「そこまでやるなら、百階とかにすればいいのに」 

「本当に百階まであるかもしれんぞ。それは先に進んでからのお楽しみだ」 

シエゾを先頭にルルーたちはさらに前進。 

結局、七十階で"アルティメットタワ ー" が終わりということはなく、一行は七十一階に脚 
を踏み入れた。 

今度のエリアは"ぷよぷよダンジョン 7 7 o 
「ということは、九十階で終わり？」 

「え.™..?それじやもつと中途半端だよ」 

「でも"ぷよぷよダンジョン"は二十階しかないわよ」 

「それはそうだけど . 」 

などとルルーとアルルがいいあいながら、さらに進む。 

やがて、ルルーのほうが不正解だということが判明。九十九階に到着しても、まだ，/時空の 
水晶"は現れない。 

「つ、疲れた……」 

「ぶも……」 

体力白慢のルルーやミノタウロスも、ここまで歩きどおしで、さすがに疲労の色は隠せなか 
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った。アルルなどもはや口もきけず、シエゾもとっくに会話で放棄していた。唯一元気なのは、 
アルルの肩にいるヵーバンクルのみ。 

「ぐぐつぐ • 一 ！」 

がんばれといつているのかナニも考えていないのか、 ヵー バンクルは くるくると 踊っている。 
「もしこれでまだ続く よぅ だつたら、あたくしキレるかも……」 

などといいながら、ルルーは々進入口の巻物"を使って足元に次のフロアへの進入口を開く。 
そして一行は、いよいよ百階へと進んだ……。 




三ついに A のボス登場// 

—— 「あ - っ/あの時の：：：：」 

そこは、"ぷよぷよダンジョン"の二十階に似た大きなホールだった。しかし魔竜の像はな 
く、威圧的な窮屈さはない。 

「ここで、終わりな のかな ……？」 

まわりを見渡しながらアルルがいう。どうやら、本当にここで終わりのようだ。扉や階段な 
どがまったく見当たらない。 

『よくぞここまでたどりついた . 』 

ヵッッ、とブーッの乾いた音を立てて、人影が一行の前に現れた。 

「え- - - つ!?:」 

人影の姿に一同はビックリ。アルルとルルーは思わず 叫び声を上げた。 

「き、キサマは . 1?:」 

『ひさしぶりだな、シエゾ•ウイグイイ……』 

そういった人影の姿も、まさにシエゾと完全に同じであった。 
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「4^-つ!?:」 

出し抜けに、アルルが再び叫んだ。 

「ポクが雨の中で見たシエゾっていうのは、こっちのシエゾだったんだ！」 

とアルルはふたりめのシエゾを指差す。 

『ん……？』 

もうひとりのシエゾは、そのとき初めてシエゾ以外の存在に気づいたように首をめぐらせた0 

『ふむ . 、そういえばそこなる小娘とはかつて相見えたことがあるな . 』 

「小娘で悪かったね！」 

「それは ともかく！」 

本物のシエゾが口を挟んだ。 

「なぜキサマはオレと同じ姿をしている!?:」 

『知らなかったのか……？我は"ドッペルゲンガ ー" の能力を有している……。魔力を奪っ 
た者の姿形や能力をコピーすることができるのだ……。外を出歩くのは、このような姿のほう 
が都合がいい……』 

「ふざけるな！ ニセモノ騒ぎはもうたくさんだ n 」 

シエゾが憤るのも無理はない。ずいぶん前にもシエゾは悪の魔導師ルーンロードに よる ニセ 
モノ騒ぎに巻きこまれ、結果的に ヒドィ めにあつたのである。 
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「んで、あなたの目的は結局なんなワケ？」 

とルルー。 

『決まつている……。我はすべてを呑みこむもの也……。我はこの世に現存するすべての魔力 
を吸収し続けるのみ……。時が進む限り永遠に歴史が増えつづけるように、我もまた永遠に存 
在しつづけるのだ……！』 

そして"時空の水晶"ドッペルゲンガーは、剣を スラリと 抜いた。 

『ここまでたどり着いたことは誉めてつかわす……。なれどお主たちの未来はふたつ……我に 
打ち勝つか、我の魔力と成り果てるかだ……！』 

「よあ . —し . ！」 

アルルは身構えた。それに応じてルル^ —、シエゾ、ミノタウロスも戦闘態勢を整える。 

『アレィア1ドスペシャル n :』 

ガドドドドドオンツ”： 

「わぁっ！」 

ドッペルゲンガーの呪文一閃、闇の大爆発がアルルたちを襲う。 

「ば、バカな……なぜキサマがその呪文を……!?:」 

闇の攻撃に耐性のあるシエゾが、いちはやく立ち直り搾り出すようにいつた。 
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『先ほども述べたであろう……。我はお主の複製……それも全盛期のな……。どうやらお主は、 
この呪文を再び体得するところまでは行っておらぬようだな……』 

「おのれぇ . っ n : エクスプロ ー ジョン n 」 

キユドオンッ！ 

シエゾのコピ^ — だとすれば、ドッペルゲンガ^~にも闇の耐性はある。そこで アレィア^—ドで 
は 意味ないと考え、火炎の禁呪を 繰り出した。 

『うぬうっ . .なかなかやるな . 』 

「アルル！ ルル ！. 光の攻撃 だ！」 

シエゾが指示を飛ばすと、ふたりは即座に tsa する。 

「ホーリーレ ー ザ ー! 」 

「天舞脚！」 

『がはぁっ . n 』 

光の連続攻撃を受け、ドッペルゲンガーは大ダメージ。 

『だが . これで勝ったと思うなよ . ！ィクリプス nj 

ブゥン！ 

呪文を唱えると同時に、月光のような淡い光がドッペルゲンガーを包み込んだ。 
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「ちっ！無敵状態か……。これでは手が出せん」 

と舌打ちするシエゾに対し、 

「だ-いじよぅ ぶ！ まぁ一かせて n :」 

待ってましたとばかりにアルルは巻物を取り出す。 

そして巻物を広げ、 

「出でよ！ ，/大打撃の魔法陣，”こ 
シ ユオオ オツ！ 

巻物を読むと、アルルの足元に魔法陣が出現。そのままアルルは魔法陣の上で祈るよぅに魔 
力を$させる。 

「だぁ-いだげきっ n 」 

シュバアァァァァァアア . ツ n : 

真っ白な光が出し抜けにフロア全体を包み込み、 

ズドドドドドドドドオンッ！ 

大爆発 n 

『ぬ ぉぉっ…… ！』 

無敵のはずのドッペルゲンガーが、なんとその爆発で瀕死のダメージを受けた。 
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「へっへ一ん！〃大打撃の魔法陣".は無敵も関係ないもんね。いつか役に立つと思って"ぷ 
よぷよダンジョン"の十階で"吸い込みの巻物"を使っておいたんだ」 

「すごいじやない、アルル。ちよつとは見なおしたわよ」 

「ありがと、ルルー。でもどうせなら、盛大に見なおして欲しいなあ」 

「喜ぶのはまだ 早い！ ヤツはまだ生きてるんだ ぞ！」 

シヱゾは叱咤し、そして呪文。 

「ィクリプス！」 

「心頭滅却！」 

「ボクも"むてき草"食べちやうもんね！」 

シエゾに続いて、アルルもルルーも無敵状態に突入。 

『うぐぐぐ . 』 

「キサマの負けだ、ドッペルゲンガ-いや"時空の水晶"よ！」 

チヤキッ。 

剣の切っ先を相手に向け、シエゾはいい放った。 

「このタィミングなら、キサマのィクリブスのほうがさきに切れる。その瞬間にオレたちはあ 
りったけの力で攻撃すればいいだけだ。もしそれがィヤなら、オレの下僕と なれ！」 
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『おのれぇぇぇぇぇぇぇぇぇ . っ n 』 

ドッペルゲンガーはついに狂乱し、闇雲に剣を振りながら突っ込んだ。 

しかし、 

「ぶも-っ”：」 

ガッキイ-ンッ！ 

ミノ タウロスが躍り出て、斧で剣をガッチリと受けとめる。 

『ぐぐぐ . .』 

なんとか斧を力で押し返そぅとするドッペルゲンガーの身体から、淡い光が急速に失われて 
いった。 イク リブスの効果が切れたのだ。 

「いまだ！ アレイアード "こ 
「究極女王乱舞 n :」 

「一撃っ”こ 
「ヘブンレイ n 」 

ガドドドドドドドドドドドドドドオンツ”： 

，っがああああああああああああああああああああああああああああああああつ . ”：』 
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パキ-ン……！ 

断_の叫びとともに、ガラスのよぅなものが砕ける音が響き渡り、，，時空の水晶"は爆発 
霧散した……。 





エピロー〇 

"本しヤさっぽ 1 ： ibc なっ记 crd : 































"わくわくぷよぷよランド"を、再び大きな震動が襲った。 

しかも今度はさらに激しく、園内の建物という建物がどんどん崩れ始めていく。 
『どうやら終わったようだな……』 

広場で"アル テイメットタワー" をずっと眺めていたル シフア ー は、 そうつぶやき、 
う人々の誘導にひとまず取りかかった。 

ドドドドドドドドドドドドド .n 

やがて、"時空の水晶" という 要を失った"わくぶよ ランド" は、完全に崩壊。 
"ぶよぶよダンジョン"のぷよぷよオブジヱは並〗残にも真っ二つに割れ、 

"フアイヤーマウンテン"はタダの土くれと化し、 

クウォ^—夕^—パラダイス"の人魚像も粉々で、 

"スターライトステ^—ジ"の気球もボロボロ、 


惑 
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"ホラーハウス"の幽霊屋敷は廃墟と化し、 

クワン ダージャングル"の大樹も枯れ果ててしまった。 

やがて空中から"バトルキャッスル"も墜落し、完全に粉砕。 

最後に"アルティ メット タワ ー" がゆっくりと崩壊し、 

そして辺りは瓦礫の山となった……。 

しかし、ル シファー らの対応が早かったおかげで、ケガ人死人はゼロ。少なくとも地上は。 
『さて、アルルくんたちは無事かな？』 

瓦礫の上に立って辺りを見まわしていると、 

「ルシファーせんせ-っ！」 

アルルを始め、ルル ー と ミノ タウロス、そしてシエゾが塔のあった方角から現れた。 
『どうやら 無事に水晶を倒したようだな？』 

「うん！ 結局"すっごい魔法のアィテム"は手に入らなかったケド、楽しかったよ！」 
『かなりの修行にもなったようだしな』 

「ルシファ . —」 

不意に、シエゾが口を挟んだ。 

「あんたは知っていたのか？」 
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『何をだね？』 

「"すつごい魔法のアイテム"など始めからなかつた ことを だ」 

『ふむ。この一件には大いなる矛盾をはらんでいたからな』 

「どういうコト？」 

とアルル。 

『アトラクションをクリアす ると" すつごい魔法のアイテム"をもらえる。 まあ これはいいだ 
ろう。しかし、全アトラクションをクリアするためには、結果として"すつごい魔法のアイテ 
ム"自体と戦い、粉砕せねばならなかつたのだからな』 

「よ一するに、アイテムは絶対に手に入らないつて コト？」 

『そうだな。だが、これまで戦いでキミたちはかなり強くなつているはずだ。それが"すつご 
い魔法のアイテム"といえなくはないか？』 

「アルルたちはそれでかまわんかもしれんが、オレはよくない」 

シエゾはいう。 

r オレは以前"時空の水晶"に魔力を吸い取られてしまつているのだ。これでは修行をいちか 
らやり直ししなければならん」 

『その修行のやりなおしも、かなり進んだと思うがね。……まあ"時空の水晶"なんぞに関わ 
つたのが運のツキ。これも人生勉強だと思つてあきらめるしかないな』 
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「くそつ . .」 

『そうクサるな。とりあえず食事でもしに行かんか？ご褒美ではないが、疲れただろうから 
私がなんでもおごってやろう』 

「ホント P :」 

いち早く喜んだのはアルル。 

「ルシフア ー先生、カレーラィスにハンバーグつけてもいい？」 

『もちろんだ』 

「やったぁ！」 

『無理に とはいわんが、よかったらシエゾくんもどうだ？』 

「……ちつ。まあいい、たまには最後までつきあつてみるのも悪くない。その代わり、オレは 
特大のステーキだ」 

『うむ、そうこなくてはな』 

一同は歩き出すが、ただひとり、ルルーだけが辺りをキョロキョロ。 

「どうしたの？ ルル彳」 

「サタン様はどこ？」 

「そ.一いえば . 」 
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『ヤツの ことなら 心配い らんだろう。あとで 合流す るように 私から伝えて おくよ』 
そして、全員が瓦礫の山から姿を消した。 

ひゆるるるるるるるるる . 。 

木枯らしの ような 風が、残された瓦礫の山に吹きすさぶ。 


実は、サタンはずっとアルルたちのそばに立つていた。しかしまるで死人の ように 呆然とし、 
微動だにしなかったために誰も気づかなかったのだ。ル シフア ー だけは イジ ワルにも気がつい 
ていたのかもしれないが。 


遊園地の崩壊とともに、サタンの夢は破られた。 

お金を儲けて愛しのカーバンクルちやんとアルルとのウハウハ生活という、 あま〜 い夢は、 
ヒトの一生のように儍くも無残に終わりを告げた。 

もちろん、いままでに費やした時間もお金も魔力も、すべて水の泡。 


サタンはただただ、瓦礫の山の大将として、いつまでもそこにたたずんでいた……。 

おわり 
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魔導物語はとおっても楽し、 

みんなでぺらぺらしやべりますう〜。 

うるぁずど〜ん n : 

と'— も • — 山本剛で'す0 

サテみなさんお待たせいたしました！超本格ミステリ巨編『超★魔導物語』シリ L スの事 
件解決編、いよいよ登場でございます”： 

え？ドコがミステリだって？ほとんど戦闘しかしてない？ 

はっはつは、やだな一。そんなことはないでしよう。ポクは入 -7 度こそちやぁんとミステリ 
……ペラペラ(ベージをめくる音 )0 

あああつ！ホントだ n 


サブタィトルもいつのまにか『ばとる•おぶ•ぶよぷよダンジョン n :』 になつてるし M : 
なぁ〜んてね ★ 


を 
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まぁと にかく、今回はどうでしたか？解決編ということで、事件の黒幕の登場と、そこに 
至るまでや黒幕との最後のやり取りを、バトル形式で書いていったワケですが(いったいどん 
な形式だ？)。 

いやしかし、戦闘の描写というのはイチバン筆が乗るところではあるんですが、それなりの 

苦労もあったりします。「アルルがこうきて、するとサタンがこれで攻撃して . 」というの 

をあらかじめシッ カリ 考えておかないと、書く段階で大変なコトになってしまうのですよ。 

逆にキャラクタ ーの心情を描写するところというのは、ヘンに気持ちがへコんでたりすると、 
中身もどんどんマイナスの方向にいってワケがわからなくなってしまったりして …… 。 

. あんまり苦労話とかすると飽きられそうなので、このへんでやめときましよう。 

いや ぁ〜 しかし、 マジで大変でしたよ"アルテイ メット タワ ー" 百階。今回の シリーズを書 
くに あたつて、ちやぁんとゲームをクリアしましたよ。 

ああそ一いえば、原作である『わくわくぷよぷよダンジョン』には、探偵イベントは発生し 
ませんし、ルシファー先生や執事のじいも出てきません。あしからず。 

さてここで、前卷『でぃてくしよん〜』で行ったクイズの答えはっぴよ^- 

あなたの感じたこと、それが答えです。 

なんかアッサリしていますが、ボクはこう思うのですよ。「小説というものは、ある意味で 
文章七されている部分のみがすベて」だと。ちよっちムツカシイかもしれませんが、では文章 
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になっていないとこ, 6 はどうするのかというと、読者のみなさんが想像力を働かせるワケです。 
「ここはこうなんじやないか？」「ここは きつと こうなん だ！」 つてね。 よく 「文章は行間を読 
め」というじやないですか。それは、こういう コト だとポクは考えます。 

ポクの私見ですが、それが読書の醍醐味だと思うのです。 

……おおつ、なんかマジメなことを書いている。エラ ソー ですね、すいません。 

話をガ ラリと 変えて、次に多い質問に答えたいと思いマース。ポクがよくあとがきで「エル 
ジェネシスをよろしくね」と書きますが、その『エルジェネシス』ってなんです か？という 
質問が多かったので。 

え〜、『創聖記エルジェネシス n 』 はですね、ゲーム•フイールドというところから発売さ 
れている"テーブルトーク RPG " です。 TRPG とかっていう言葉、聞いたことありません 
か？ちなみに rn 」 は「ツヴァイ」と読みます。ドイツ語ですね。 

んで、いったいそれがドコで売ってるのかというと、本屋さんではなくゲームショップを探 
してみてください。 トレ ー デイング •カード ゲーム(ポ〇モンと か、マ 〇ック とか)にハマっ 
てるオトモダチとかお兄さんなら、ゲームショップとかに詳しいかもしれません。 

というワケで、まぁ、今回も無事シリーズ終了を迎えることができました。それもひとえに 
担当さんとわが社のスタッフ、そして読者のみなさんのおかげです。ありがとうございました0 

さぁ〜て次はどんなシリーズにしようかなと考えつつ、最後に一言……。 
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ポクのオリジナル小説『クロックワーク』と同名の競走馬がおりまして、これがそれなりに 
強い！みんなで応援しよ〜！(といっても、十八歲未満と学生さんは馬券買っちゃダメよ) 
あ、あとホ彳ムぺージ作りました。 

アドレスは http :// www 2. tokai . or . jp / kohbundo / index . html です。 

ポクがあくまでも趣味でやっているところなので、小説のお仕事のことなどはまったくあり 
ませんが、よかったら覗いてみてください。 

最近、一言が 長いね …… 。 

一九九九年十二月吉日白宅にて 
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角川文庫発刊に際して 角川源義 

第二次世界大戦の 敗北は、軍事力の 敗北であった以上に、 私たちの 若い文化力の敗退であった。 私たちの文 
化が 戦争に 対して 如何に無力であり、単なる あだ花に過ぎなかったかを、私たちは身を以て体験し痛感した。 
西洋近代文化の摂取にとって、明治以後八十年の歳月は決して短かすぎたとは言えない。にもかかわらず、近 
代文化の伝統を確立し、自由な批判と柔軟な良識に富む文化層として自らを形成することに私たちは失敗して 
来た。そしてこれは、各層への文化の普及滲透を任務とする出版人の責任でもあった。 

一九四五年以来、私たちは再び振出しに戻り、第一歩から踏み出すことを余儀なくされた。これは大きな不 
幸ではあるが、反面、これまでの混沌•未熟•歪曲の中に あった我が国の文化に 秩序と確たる基礎を 齋ら すた 
めには絶好の機会でもある。角 川書店は、このような 祖国の文化的危機にあたり、微力をも顧みず再建の 礎石 
たるべき 抱負と 決意と を もって出発したが、ここに創立以来の 念願を果すべく角川文庫を発刊する。 これまで 
刊行され た あらゆる 全集叢書文庫 類の長所と短所と を 検討し、 古今東西の不朽の典籍を、良心的編集の もとに、 
廉価に、そして書架に ふさわしい 美本と して、多くのひとびとに提供しようとする。しかし 私たちは 徒らに百 
科全書的な知識の ジレッタントを 作ることを目的とせず、あくまで 祖国の文化に 秩序と再建への道を 示し、 こ 
の文庫を角川書店の栄ある事業として、今後永久に継続発展せしめ、学芸と教養との殿堂として大成せんこと 
を期したい。多くの読書子の愛情ある忠言と支持とによって、この希望と抱負とを完遂せしめられんことを願 
う0 

一九 四九 年五月三日 








ぶよぶよワールドには秘密があった！ 
おもしろいキャラ達が大活躍。アルルとルルーの大冒険! 
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ぶよぶよ大魔王の降臨つ! 

② ぶよぶよ大明神の復活つ! 

③ ぶよぶよ大司教の陰謀つ! 
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1アルルとおとぎの国 
2 ルルーと 愛の日々 
3シエゾと悪の華 
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冒険、爱、友情、ファンタジー……。 
截限に広がる、 

夢と感動のノベル•ワールド！ 



I 、つも「スニーカー文庫」を 


ご愛読 t 、ただきありがとうござ t 、ます。 
今回の作品はいかがでしたか？ 
ぜひ、ご感想をお送りください。 
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